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開 議 午前１０時０１分 

議 事 日 程 議長は、本日の議事日程を次のとおり報告した。（別添付） 

会 議 録 署 名 

議 員 の 指 名 

議長は、会議録署名議員に次の２名を指名した。 

１３番   佐々木 光 雄 議員 

 

１４番   松 林 義 光 議員 

 

議  案  の  経  過 

日 程 発 言 者 発 言 者 の 要 旨 

  

事務局長 

（中野重男君） 

 

 おはようございます。 

 事務局からお知らせいたします。 

 一般質問について若干ご説明申し上げます。 

 本日は６人の一般質問が予定されております。質問時間は６０

分以内としております。時間制限の５分前には、次のように呼び

鈴を鳴らします。 

 また、６０分に達しますと、次にようにベルを鳴らします。 

 このベルが鳴りましたら、速やかに質問を終了願います。 

 修礼を行いますので、ご起立願います。 

 礼。着席ください。 

 

会議成立 

開議宣告 

馬場議長  おはようございます。 

 ただいまの出席議員数は１５人です。定足数に達しております

ので、直ちに本日の会議を開きます。 

 なお、５番、田中正一議員は本日欠席であります。 

 

  （開会時刻 午前１０時０１分） 

 

議事日程報告 馬場議長  本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 

一般質問 馬場議長  日程第１、一般質問を行います。 

 質問に先立ちまして、一問一答方式についてご案内を申し上げ

ます。 

 一つ、一問一答方式で行う場合は、登壇した際にその旨を発言
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してから開始していただきます。 

 二つ、質問は通告してある質問事項の順番に質問願います。 

 三つ、通告した質問事項の中に質問の要旨が複数ある場合は、

１点目の質問要旨に対する質問が終了してから２点目の質問要

旨に移るという形で、質問の要旨の順番に従って質問願います。 

 四つ、１件目の質問事項の質問を終了し次の質問に移る際は、

次の質問事項を開始する旨を発言願います。 

 なお、質問の回数制限はございませんが、質問時間は答弁を含

めて６０分以内とされるようお願いいたします。 

 それでは、一般質問者は一般質問者席において発言願います。 

 通告順に発言を許します。 

 １席、７番、 山 忠議員の一般質問を許します。７番。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 ７番、 山です。議長のお許しを得て、通告に従い一般質問を

いたします。一問一答方式でお願いいたします。 

 さて、厳しかった冬も終わりを告げようとし、梅の花の便りも

聞かれるきょうこのごろであります。それとともに町は合併１０

年、節目の年から一歩踏み出し、新たな年を迎えることになりま

す。 

 さて、その新たな年はＴＰＰ問題、マイナス金利等、我々の経

験したことのない未知の世界へと突入いたします。これらの問題

が町の財政に、また活性化にどのように影響するのかと考えます

と、漫然と過ごすわけにはいきません。よく学び、全身全霊を傾

け、立ち向かう覚悟の年にしなければならないと考えるものであ

ります。 

 また、ことしは３・１１東日本大震災から５年となります。あ

の未曽有の大災害を決して忘れてはなりません。そこで今回は、

財政問題と防災対策について質問いたします。真摯なるご答弁、

よろしくお願いいたします。 

 それでは、質問いたします。最初に質問事項１、町の財政につ

いてでありますが、いろいろな事業の財源となっている合併特例

債の現状を確認いたしたく、質問するものであります。 

 質問の要旨（１）として、合併特例債の借入状況を問うもので

あります。 

 アとして、合併当初に借入できた金額は幾らでしたか。また、
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その返済するための条件がありませんでしたか。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 第１席、７番、 山 忠議員のご質問にお答えいたします。 

 合併当初の合併特例債借入可能額は、地域振興基金積立事業分

を除いて、７５億５，４７０万円でありました。借入先は民間の

金融機関等の資金で、返済条件につきましては入札等により決定

しております。その内容につきましては、平成１８年度から２６

年度までで４２件の借り入れをし、事業内容により借り入れ期間

は５年から２５年、年利率については０．１％から２．０７％ま

でとなっております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 わかりました。可能額は７５億５，０００万円ですが、再質問

ですが、借入の条件はどのようになっていましたか。 

 

 馬場議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（小向道彦君） 

 お答えいたします。 

 借り入れの条件でありますが、借り入れできる期間は、合併後

１０年から２０年に延長され、平成３７年度までで、対象となる

事業は市町村建設計画に基づく事業であります。 

 また、借入額は事業費の９５％までが上限であり、地方交付税

の算入は元利償還金、いわゆる返済金の７０％となります。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 借入できる期間は１０年延長されて平成３７年度までですね。

それでは再質問ですが、７０％が地方交付税として算入されると

しているが、３０％は負債と考えていいわけですか。 
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 馬場議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（小向道彦君） 

 お答えいたします。 

 合併特例債の借入金でありますが、そのうち７０％が普通交付

税に算入されることから、実質的には３０％の借り入れと考えて

よろしいかと思います。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 再度再質問ですが、町長就任時の平成２５年度末の特例債の借

入可能残高は幾らでしたか。 

 

 馬場議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（小向道彦君） 

 お答えいたします。 

 平成２５年度末の合併特例債借入可能残高は４９億７，３００

万円でありました。 

 以上であります。 

 

 馬場議長 

 

 ７番。 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 わかりました。４９億７，０００万円ですか。 

 それでは、次の質問のイとして、平成２６年度から平成２７年

度末までの特例債借入見込額と、その事業内容及びその時点での

特例債の残高は幾らですか。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 合併特例債の借り入れ状況についてでありますが、平成２６年

度はおいらせ消防署分遣所建設事業に１億９，４８０万円、消防

屯所改築事業に３，６４０万円の借り入れをし、平成２７年度は

阿光坊古墳群ガイダンス施設建設事業に１億３，６００万円、消

防ポンプ自動車購入事業に２，１５０万円、学校給食センター建
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設事業に３，４４０万円を借り入れする見込みで、２カ年度の借

入見込額は４億２，３１０万円であります。 

 以上により、平成２７年度末の合併特例債の借入可能残高は４

５億４，９２０万円となる見込みであります。 

 以上であります。 

 

 馬場議長 

 

 ７番。 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 わかりましたが、この借入事業の約４億円は前町長の計画した

ものを実行したものと考えられますが、そのときの残高は約４５

億４，０００万円ですか。 

 それでは、次の質問のウですが、町長として今後活用する事業

と特例債を借入するだろうと考えられる金額は幾らですか。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 今後、合併特例債を借り入れする事業及び借り入れ金額につき

ましては、阿光坊古墳群ガイダンス施設建設事業に約２億円、防

災行政無線放送整備事業に約１億３，０００万円、学校給食セン

ター建設事業に約１４億４，０００万円の借り入れをする予定で

あります。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 わかりました。予想額では約１８億円ですか。それでは、前項

イでの残高４５億円ですから、それからマイナス１８億円とする

と、その時点での残高は約２７億円となります。それでよろしい

ですか。 

 

 馬場議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（小向道彦君） 

 今後の合併特例債借入額の残額につきましては、ほぼ議員おっ

しゃるとおりでありますが、２７億８，４５０万円と見込んでお
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ります。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 それでは、さて１１月の全員協議会で提案がありました町民プ

ールですが、私の聞いた町民の大多数は反対いたしております。

そこで次の質問エですが、財源を特例債７億円とした町民プール

を建設する考えですか。また、それよりも多くの町民が利用でき

る施設として、計画中の多目的屋内ドーム建設の進捗状況はどの

ようになっていますか。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 町民プールにつきましては、１月１９日開催の全員協議会で説

明しておりますが、その際、ご意見があった温水プールと学校プ

ールの建設費や、運営等に想定される経費を積算し、全員協議会

でご説明したプールとの比較検討できる資料を作成し、改めてご

意見を伺うこととしており、今後日程調整を進めてまいります。 

 多目的ドームの調査研究は、平成２２年度と２４年度に町体育

協会と一緒に当時のスポーツ振興課で合同の調査をし、さらに、

平成２７年度で新たに１カ所の施設の追加調査を体協役員と一

緒に進めてきました。 

 使う方々へのアンケート調査、また体協役員の皆さんと副町長

と教育長を交えての意見交換会を開催し、計画づくりの参考とさ

せていただいております。 

 また、平成２７年第２回定例会では、西舘秀雄議員から、簡易

な工法のもの、最小限の練習のための面積でと提案があり、そち

らの施設も見学させていただきました。 

 それらの課題などを精査の上、計画規模を具体的に検討してい

くことにしており、概算事業費は現在のところ試算を急いでおり

ますが、施設規模の想定が難しく、把握できていない状況であり

ます。 

 練習だけの使用に限らず、一部試合を想定した床面積との要望
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もあり、このことは事業費にも大きく影響することから、施設の

規模や設備、財源といった課題を解決しつつ、計画立案に向けて

取り組んでいきたいと思っております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 ９０日間しか利用できない町民プールよりは、予算額は多くな

るとしても、多目的ドームを建設するほうが得策と考えますが、

決断するならば賛同いたしますが、どうですか。もう一回ご返事

もらえますか。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 再質問にお答えいたしますが、先般のプールを全協のときにご

説明を申し上げましたように、まずは私の政策公約でもあります

学校プールということで発展をさせながら、さらに前を見据えた

ときに町民プールという形がいいのではないかということで、こ

れらを計画、組み立てをしてきた経緯がございます。 

 全協におきまして、やはり使用日数が稼働率が少ないというこ

とのご指摘もあり、あるいは温水プールにしたらどうだと、いろ

いろなご意見が出ました。ですから、それらも踏まえてこれから

さらに議会の方々と一緒に内容を精査しながら、そして議会のほ

うでももんでいただいて、そしてベターなプールをやるのが一番

ではないかというふうに考えております。 

 政策公約は学校プールが第一に据えてありますので、その後が

屋内ドームということで、並行して順次進めておりますので、そ

の点はご理解をいただきたいと思います。 

 と同時に、町民プールは暑いときには、やはり子供たちは海に

出る可能性が十分あります。それから命にかかわる事故が何回か

あったということはご承知のとおりであろうかと思いますので、

そういったことで子供たちの命を守る意味においても、やはりプ

ールというもの、これは今からもんでいただくわけでありますけ

れども、学校プールがいいのか、温水プールがいいのか、私ども

が提示したプールがベターなのかということで、しっかりと議員
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の方々と一緒に検討して前へ進めていきたい、そのように思って

おりますので、まずは第一は町民プールのほうに進めさせていた

だきたいということを申し上げさせていただきたいと思います。 

 

 馬場議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 そうですか。学校につけたほうが、前、全協でも話ししたんで

すが、学校にあったほうが一番利用率が高いんじゃないかという

ふうなことを、この間の全協では申し上げましたけれども、それ

では次の質問をいたします。 

 質問の要旨（２）新庁舎建設計画の財源としての合併特例債借

入額を問うものであります。 

 アとして、平成２５年に新庁舎建設委員会が提案いたしました

特例債活用額は幾らですか。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 平成２５年に庁舎整備検討委員会が提案した合併特例債の額

は、本庁舎を改修した場合で１１億１，０００万円、新統合庁舎

を建設した場合で２１億７，１２０万円でありました。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 本庁舎を改修するのではなく、イオンモール周辺の用地を買収

して建設した場合には、約２２億円、現時点で考えられる特例債

の残高は約２７億円ですから、新庁舎のことを考えると、プール

やドームどころの話ではないわけであります。 

 それでは、次の質問イですが、５年から６年先に新庁舎建設計

画が具体化すると考えられますが、その財源は合併特例債です

か。その時点での合併特例債の残高は幾らと考えますか。 

 

 馬場議長  町長。 
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答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 新庁舎建設の財源につきましては、国、県補助金はありません

ので、通常は一般単独事業債を充てることになりますが、平成３

７年度までであれば合併特例債が活用できること、そのほかにも

民間資金を活用するＰＦＩ事業として実施する方法など、幅広い

検討が必要であると考えております。 

 新庁舎建設時における合併特例債借入可能残高につきまして

は、現在活用を予定している事業のほかにも検討している事業が

ありますが、事業費の額が未定のため、現段階での見込みは困難

な状況であります。 

 以上であります。 

 

 馬場議長 

 

 ７番。 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 現時点では算定困難とのことですが、今後の事業計画、特に町

長の選挙公約であるマニフェストを全て実行しようと考えるな

らば、特例債どころの話ではないわけであり、町長の任期が終わ

るころには財源は空っぽになりませんか。それでは、町民は困る

わけであり、そのようにならないためにも議会のチェック機能を

確かなものとして、計画的な財源運用を監視しなければならない

と考えるものであります。 

 さて再質問ですが、今後の事業及び金額が未定のために算定が

困難とのことですが、計画的に財源を確保するために、新庁舎建

設委員会の活動をより積極的なものとして、今のうちから財源確

保の検討をさせるべきと考えるが、その考えはありませんか。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 再質問にお答えをいたします。 

 さて、私ども当局も町側といたしましても、健全財政そのもの

が一番基本にあります。したがって、合併特例債といえども３

０％は借入金になりますので、その点も町全体にかかわる歳入歳

出等も含めて、公債費比率等も含めて財政の比率を維持できるか

どうかということを真剣に考えておりますので、計画的でないと

いうか、適当に使うんだということは一切いたしません。将来を
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見越してきちんと計画的に組み立てをしながら、議会の皆さん方

とともに、あるいは町民の方々ももう既にインターネット等を通

じて、財政等も公開されておりますので、厳しいチェックのもと

での財源確保、財政の比率を維持、確保していくということには、

これからも変わりありませんので、私のときに財源が積立金が財

政調整基金が空っぽになるとか、そういうことのないようにちゃ

んとそれは財政運営をしてまいりたいというふうに考えており

ますので。 

 

 馬場議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 ぜひそうあっていただきたい、そう願います。 

 ややもすると、特例債は打ち出の小槌のように考えています

が、限られた財源であります。これを有効に活用しなければ、合

併した意味がなくなります。それはイコール町民の期待に応えら

れないと考えるものであります。 

 それでは再質問ですが、公共施設整備振興基金なるものがある

ようですが、現在幾らありますか。また、どのような事業に活用

できるものですか。教えていただけますか。 

 

 馬場議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（小向道彦君） 

 お答えいたします。 

 公共施設整備基金は、平成２６年度末で約４億１，３００万円

ありますが、そのうち１億１，３００万円は県の核燃料税交付金

を積み立てしたもので、特定されない基金の残高は約３億円であ

ります。この基金は、町が行う公共施設の整備に要する経費の財

源に充てるため設置したもので、今後さらに積み立てし、必要な

大規模事業の財源としたいと考えております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 わかりました。が、この基金は前町長の成田氏のときに設定し

た基金ではありませんか。 
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 馬場議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（小向道彦君） 

 お答えいたします。 

 議員おっしゃるとおりであります。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 １年に１億円ずつ積み上げると、５年後には５億円、現在の約

３億円をプラスすると約８億円となります。少しは安堵できるも

のであります。 

 それでは、次の質問事項２の消防施設整備について質問をする

ものであり、質問の要旨（１）消防水利について問うものであり

ます。 

 現在、町には４０トンの貯水量を持つ防火水槽が８０基程度整

備されているようですが、今後５年の間に防火水槽を何基、どの

地区に設置していく考えですか。また、その中に三本木地区への

設置計画はありますか。その理由として、三本木地区は数年前に

発生した火災により１人の貴重な人命が失われていますが、その

際に消火栓ではなく防火水槽があれば、もっと早く消火できたの

ではないかとの声があり、以前にも馬場議長から１０トン程度の

タンク車配備の一般質問がなされたと思います。 

 現在、三本木を管轄する下田第３分団では、三本木集会所敷地

内に防火水槽を設置してもらいたい旨の要望があるようですが、

町ではどのように考えていますか。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 現在、町で設置している防火水槽の数は８２基であります。 

 今後の整備計画でありますが、実施計画では平成２９年度に１

基と、平成３１年度に１基の計２基を予定をいたしております。 

 設置場所については未定であり、今後消防水利施設の充足率や

各分団等の意見、要望をもとに、施設整備を進めてまいりたいと
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考えております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 わかりました。 

 三本木町内においては、過去においてはとうとい人命が失われ

たりいたしておりますので、ぜひ町内の安全・安心のために早い

機会に検討いただきたく、提言いたします。 

 さて、再質問ですが、三本木地区には私有地に防火水槽が設置

されていたようですが、撤去をしたために先ほど述べたような火

災が発生し、防火水槽をなくしたことの後悔と反省があるようで

あります。 

 ところで、現在私有地設置分について下田地区の分には借地料

を支払い続けていると聞きますが、百石地区では支払われていな

いと聞きます。合併１０周年を迎えました。下田地区に倣い有償

で借用するのか、または百石地区に倣い無償で借用するのか、統

一したほうがよいと考えますが、いかがですか。 

 

 馬場議長  まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災課

長 

（松林泰之君） 

 お答えいたします。 

 議員ご質問のとおり、現在下田地区と百石地区には差異がある

ことは承知しております。合併後は百石地区に倣い無償借り上げ

することで統一することとし、下田地区の地権者に対し、無償契

約のお願いをしたところ、半数以上の地権者が契約に応じなかっ

たため、有償借り上げを継続することとし、現在に至っておりま

すことをご理解いただきたいと思います。 

 以上で答弁を終わります。 

 

 馬場議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 わかりましたが、有償にするということは財源が必要となるこ

ととなります。がしかし、私は有償とするべきと考えるものであ

ります。 
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 それでは次の質問の要旨（２）ですが、消防車両について問う

ものであります。 

 今年度下田第３分団の車両がトラック型に更新されて、２月２

８日には配置の祝賀会が行われ、分団一同士気が高まっていまし

た。ところで、以前使用されていたジープ型は、平成７年に配備

され、まだ２０年経過したばかりでしたが、今回更新されました。

そこで、同じ７年には下田４分団にも配備され、翌年８年には同

じジープ型の車両が下田６分団と下田８分団に配備されている

と聞きますが、今後どのように各分団の車両をトラック型に更新

していくのか、教えていただけますか。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 今年度下田第３分団の消防車両を更新いたしました理由は、メ

ーカーにおいて消防用シャーシの製造が中止されていること、ま

た緊急走行中に他の車両と衝突した際、車両のポンプ部後部に設

置されている座席に座っていた場合、車外に放り出される危険性

もあることから、消防庁の早期更新の指導に基づき、車両更新し

たものであります。 

 ご質問のとおり、同型の車両は下田第４分団、下田第６分団及

び下田第８分団に配置されております。 

 今後の更新予定でありますが、下田第４分団については、平成

２８年度で更新したく、当初予算に計上いたしております。下田

第６分団については平成３０年度、下田第８分団については平成

３１年度で実施する予定で、ジープ型の車両を優先的に更新し、

団員の安全確保と消防力の確保に努めていきたいと思います。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 ジープ型からトラック型になるということは、先ほど町長もお

話ししておりますように、消火能力も増して、町民の安全・安心

につながることと思います。しかし、中には道路事情、それから

原野火災等を考えると、ジープ型の利便性を強調する団員もおり
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ますので、分団とよく検討いただき、再利用の車両を導入するこ

とを提言いたしたいというふうに考えます。 

 それでは、次の質問事項３ですが、ボランティア活動について

であります。質問要旨（１）ですが、ボランティア活動のための

組織について問うものであります。 

 なぜこの質問をするかといいますと、４年前に一般質問をし、

ようやくボランティアと役場との連絡体制ができ、お互いの信頼

関係が確保されたと考えていましたが、２年くらい前にまた連絡

が途切れ、再度連絡体制の立て直しをお願いし、体制ができたと

考えていましたが、また途切れてしまいました。 

 考えてみると、役所内部の組織がえと人事異動の時期と重なっ

ているように考えられます。そこで再度確認いたします。 

 アとして、各地区の防犯・交通安全ボランティアの所属先の組

織と連絡体制はどのようになっていますか。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 現在、登下校時の見守りや巡回等を主活動としたボランティア

団体は、１０団体組織されております。その所属につきましては、

役場、警察署への届け出義務がないことから、行政機関に所属す

るものではないと考えております。 

 連絡体制につきましては、２年ほど前までは１２月に実施され

ている県下一斉特別警戒取り締まり日の活動等への参加協力依

頼を行っておりましたが、その後、協力依頼が途切れたことにつ

いては大変申しわけございませんでした。 

 今後は、三沢警察署からの情報提供の了解を得られたものや、

町防犯協会活動事業の中で、情報提供できるものについては情報

発信に努めてまいりたいと考えております。 

 なお、青森県警察では、青い森のセーフティネットという犯罪

の発生、検挙等の情報や声かけ事案等の不審者情報などについ

て、メール配信サービスを行っておりますので、地域活動に役立

ててほしいと思います。 

 以上であります。 
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 馬場議長 

 

 ７番。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 組織としてはそれぞれ単独であるということであるようです

が、連絡体制は先ほど町長もお話ししているように、しっかりと

やってもらえるようにしていただきたいと、そういうふうに考え

ております。それで、先ほどの質問の中にもありましたが、どう

しても役所の中での人事異動等があれば、そのときに途切れるそ

れがあるので、確実に申し送りをしていただく、そういうふうな

ちゃんとしたマニュアルをつくっていただきたい。そして、お互

いが連絡を密にできるようにすることをお願いしたいと思いま

すが、これについてはいかがですか。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 全くそのとおりでございますので、役場内の体制等も含めて、

引き継ぎはきちんとしていきたいというふうに思います。 

 

 馬場議長 

 

 ７番。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 わかりました。 

 そこで再質問ですが、各地区のボランティアが発足して、早い

ところでは１２年から１３年たっていると思われます。皆さん、

運営に苦労していることと思います。特に、スタッフ人数は発足

当時の半分以下になっていることと思われます。このようなとき

だからこそ連絡体制をしっかりとして、共助の心を持ってサポー

トをしてほしいと考えるが、どうですか。そのようにお願いでき

ますか。 

 

 馬場議長 

 

 まちづくり防災課長。 

答弁 

 

まちづくり防災課

長 

（松林泰之君） 

 お答えいたします。 

 自分たちの地域は自分たちで守るという考えのもと、自主的に

防犯活動をしてくださる皆様方には、大変感謝をいたしておりま

す。町といたしましても、相談等にはできるだけ対応していきた

いと考えております。また、自主的に組織されたボランティア団
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体でありますので、それぞれの地区の皆様方の共助の心を持って

活動に参加していただきたいというふうに思っております。 

 以上で答弁を終わります。 

 

 馬場議長 

 

 ７番。 

 

質疑 

 

７番 

（ 山 忠君） 

 わかりました。よく考えて対応していただきたいと思います。 

 ところで、各ボランティアとも財源を会費または寄附等で賄

い、自主運営をしていると思われます。恐らく財源難からユニフ

ォームの更新ができずに、１０年前の発足当時のままであろうと

思われます。ユニフォームの更新に対して、何か助成する考えは

ありませんか。 

 

 馬場議長 

 

 まちづくり防災課長。 

答弁 

 

まちづくり防災課

長 

（松林泰之君） 

 お答えいたします。 

 町はこれまでも防犯ベストやキャップなど、活動に必要となる

物品の貸与を行っておりますので、相談していただければ今後対

応していきたいというふうに考えております。 

 以上で答弁を終わります。 

 

 馬場議長 

 

 ７番。 

 

質疑 

 

７番 

（ 山 忠君） 

 わかりました。ボランティアの皆さんが一番感謝し、心強く思

っていることは、子供たちの笑顔と挨拶、そして地区の励ましと

学校からの情報であります。 

 さて、最後の質問となりますが、先月２月１９日の全員協議会

において、町防災基本条例の制定について提案されました。その

中でボランティア活動について説明がありましたが、再度確認を

いたします。今までの認識では、災害に対するボランティアの窓

口は社会福祉協議会と考えていましたが、それでよろしいです

か。 

 そこで質問のイですが、３・１１を踏まえてボランティア活動

の組織化を早急に検討しなければならないという趣旨のもとに、

町社会福祉協議会では２年ぐらい前に災害対策用ボランティア
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を組織する考えがあったと思いますが、その進捗状況はどのよう

になっていますか。基本条例では、ボランティアの重要性を明示

していますが、把握していますか。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

 

答弁 

 

町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 災害が発生した場合、町内におけるボランティア活動を推進

し、被災住民へのきめ細かな支援並びに被災地の迅速な復旧及び

復興に寄与するためのボランティアセンター設置に関して、平成

２４年３月２１日に、町と社会福祉協議会が災害時におけるボラ

ンティア活動等に関する協定を締結いたしました。 

 その協定に基づき、災害時に円滑なボランティア活動が行われ

るよう、平常時からセンターの運営に協力する団体及び災害時に

ボランティア活動を行う団体間のネットワーク構築を目的に、平

成２６年１月２２日に、赤十字奉仕団、民生委員児童委員協議会

等のボランティア団体の代表者や、災害ボランティア活動経験者

等を対象として、災害ボランティアセンター設置・運営セミナー

を開催し、ネットワークづくりの必要性を確認したところであり

ます。 

 しかしながら、その後は特段の進展には至っておりませんでし

たが、平成２８年度中の（仮称）災害ボランティア連絡会設立に

向けて、今月下旬に県社会福祉協議会から講師をお迎えして、前

回のセミナーへの参加団体、災害ボランティア活動経験者や、各

町内に組織されている自主防災組織の代表者に参集していただ

き、意見交換会を開催する予定と伺っております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長 

 

 ７番。 

 

質疑 

 

７番 

（ 山 忠君） 

 わかりました。重要性を強調するならば、協議会とよく話し合

いをして、早急な対策を立て組織化を早めていただきたいと思い

ますが、どうですか。それは実行できるのは、今年度中にやると

いうふうなことなんですが、間違いなく今年度中にはできると考

えておりますか。 
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 馬場議長 

 

 介護福祉課長。 

答弁 

 

介護福祉課長 

（倉舘広美君） 

 ただいまのご質問にお答えします。 

 先ほど町長答弁で３月の下旬というお答えをしましたが、３月

３０日に開催ということで、社会福祉協議会から連絡を受けてお

ります。その開催の案内通知につきましては、今週中に郵送しま

すということを担当者からお聞きしましたので、その会議におき

まして２８年度中連絡会を結成するという段取りで今進めてい

るということで、答弁いたします。 

 以上です。 

 

 馬場議長 

 

 ７番。 

 

質疑 

 

７番 

（ 山 忠君） 

 震災から５年、またいつ来るかわからないその災害に備えるた

めには、早くぜひ立ち上げていただきたいというふうに思いま

す。町民が一番安心・安全と考えるのは、各組織との強固な連携

であろうと考えるものであります。早急な対策を提言いたしま

す。 

 これは時間がまだありますか。私の持ち時間が。 

 それでは、順番がちょっとずれるかもしれませんけれども、実

は去年の１２月１９日に、交通死ゼロ３年達成ということで、町

長が県の知事賞をいただいてきたと思います。これはまずいです

か。 

 

 馬場議長 

 

 関連性のないものは通告外として。 

質疑 

 

７番 

（ 山 忠君） 

 いや、ボランティアについてのことです。 

 まず、町長のこれに関するコメントがいろいろ載っておりま

す。交通事故は町を暗くしてしまう。各団体との連携を密にして、

町を挙げて取り組んでいきたいというふうなコメントを載せて

ありますが、どうですか、町長。そういうことを考えると、ボラ

ンティア各団体との連携というのは特に密にしていかなければ、

この死亡事故ゼロが何年とその先が続かないと思いますが、そう

思いませんか。どうですか。 
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 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 

 

町長 

（三村正太郎君） 

 大変 山議員には、日ごろから子供たちの交通安全等々も踏ま

えて、朝早くから頑張っておられることを目の当たりに見ており

ますので、大変すばらしいことをしているなと。きっと神様から

ご加護があるなというふうな感じがいたしております。 

 さて、おかげさまでこの間そのとおり、昨年知事賞というか、

部長からでありましたけれども、部長から表彰は受けてまいりま

したけれども、知事賞には変わりありません。 

 何としてもボランティアの方々と強い強い連携をしながら、そ

れこそ町を挙げて盛り上げて、死亡事故ゼロ、全く事故をゼロと

いうことに向けていきたいんですが、なかなかそれも難しいとこ

ろでありますが、重大事故だけはなくしたいというのが心の中に

ありますので、やはりそれにはボランティアの力というものが一

番大きいものがあろうかと思っております。一個人では大したこ

とはできません。一団体でもできません。おいらせ町にある各組

織、ボランティア団体が連携をさらに密に強くしながら取り組ん

でいかなければ、やはり死亡事故ゼロというのは堅持できないだ

ろうと思っております。 

 これから春に向かってまた子供たちが動き出します。新１年

生、ピカピカの１年生の方々、それから高齢者の方々等も踏まえ

て、おいらせ町からは死亡事故ゼロを目指し、一人の重大事故も

出さないという意気込みで、みんなで議会の方々も手を取り合っ

て進んでいければなと思っております。連携を密にしてまいりま

しょう。 

 以上であります。 

 

 馬場議長 

 

 ７番。 

 

質疑 

 

７番 

（ 山 忠君） 

 これで全部終わりました。 

 真摯なるご答弁まことにありがとうございました。 

 

 馬場議長  これで７番、 山 忠議員の一般質問を終わります。 

 ここで暫時休憩します。１１時１５分まで休憩します。 
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  （休憩 午前１０時５７分） 

 馬場議長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  （再開 午前１１時１４分） 

 馬場議長  引き続き一般質問を行います。 

 ２席、１４番、松林義光議員の一般質問を許します。１４番。 

 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 早速、一般質問に入ります。 

 一問一答方式でお願いいたします。 

 ３月１日をもって合併１０周年という大きな節目を迎えてい

ます。しかし、いまだに旧百石町民、旧下田町民がおいらせ町民

になり切っていないと、私は思います。それは本庁舎、分庁舎に

分散し行政サービスを行っていることが、大きな要因ではないで

しょうか。 

 新庁舎の建設には膨大な経費を要しますが、建物、ユメを考え

た場合、その将来に使用される水、エネルギー、修繕費及び改築

費の総費用は、建設費を上回ると想定され、庁舎の統合化はこれ

らの経費の合理化、効率化を推進できる効果的な手段である。こ

のようなことから、庁舎の統合化は職員数の削減や庁舎管理の合

理化、効率化が可能になるなど、行財政運営のスリム化と効率化

が推進できる視点から、庁舎整備検討委員会では新たな場所に庁

舎の統合化は必要であるとの報告書を提出しております。 

 あらゆる角度から検討した報告書であります。この提言を町長

はどう受けとめ、今後どう取り組むのか、お伺いしたいと思いま

す。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 ２席、１４番、松林義光議員のご質問にお答えをしたいと思い

ます。 

 平成２５年７月においらせ町庁舎整備検討委員会から報告が

ありました、イオンモール下田周辺に統合庁舎をという意見は尊

重しながら、今後新庁舎の整備を進めてまいりたいと考えており

ます。 

 提案いただいたイオンモール下田周辺は、現在、都市計画法で

定める市街化調整区域が含まれており、現状においては建設が困



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－２３－ 

難な区域でありますが、将来の土地利用計画の見直しとあわせ

て、建設候補地を見きわめてまいりたいと考えております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長 

 

 １４番。 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 今、町長答弁は場所を限定しての話であります。次の質問の答

弁かと思いますけれども、ではお伺いしますけれども、具体的な

取り組みをどうするのか。庁舎整備検討委員会では２年半前、２

５年７月にいろいろな提言をしております。最後には新たな場所

に庁舎を建てた場合、病院も張りつけしますかと。する必要があ

るとか、そういうふうな意見も加えております。この２年半で役

場ではどのような議論をしたのか、お伺いいたします。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 まずは私から再質問にお答えをしたいと思います。 

 松林議員おっしゃるように、新庁舎建設に向けての検討委員会

というものが開かれて、もう２年半になろうかと思います。それ

らについてもご指摘のようにいろいろな角度から、イオンモール

下田周辺がいいのではないかというふうな結論が出てまいりま

した。具体的には４カ所ぐらいの候補地になっておりますが。そ

ういったことで、私も方向性としてはやはり必ずや将来は、統合

庁舎は一つでやらなければならないという考えは変わっており

ません。 

 そういったことでの、では取り組み２年半どうしたかというこ

とでありますけれども、具体的にはこの統合庁舎については進め

てきた経緯はありません。その答申そのものは受けて、私もそれ

なりに説明を受けてやっておりますが、まずはその前に町民ニー

ズの高い、それこそ町民プールであり、あるいは給食センターで

あり、屋内ドームというふうなものが先行するであろうと、町民

のニーズはですね。必要であることは間違いないけれども、しか

し統合庁舎についてはその後だというふうな位置づけのもとに、

私はこの件については頭の中に入れて、徐々にではありますが、

それなりに統合庁舎の建設に向けては少しずつ動いているとい
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うことは、感触的に私もそのように前へは進めているなという感

じは受けておりますので、これからが、そうですね、合併特例債

が使えるのが最後は３７年ですから、大体やるとなればその４年

前とか５年前からの動き出しをしなければならない。 

 だとすれば、今のところ平成３７年というと９年の年月があり

ますけれども、その中から５年前というふうなところで着手する

となれば、そのあたりからが本格的に統合庁舎の位置とか、まず

は都市計画の決定の、土地利用をまず市街化調整区域を外してし

まわなければなりません。そういったことも含めて時間がかかる

問題でありますが、まずは優先順位からしてみても、徐々に進め

ながら、そしてその時期が来たら一気に加速させるような方法に

なろうかというふうに思っております。 

 やはり経費が相当かかります。この間、先ほど 山議員にも申

し上げた２０何億というもの、あれはあくまでも本当の建物の部

分でありますから、あれに下水道を持っていく、道路を持ってい

くとかというふうな、答申から上がった場所のところに持ってい

くと３０億かかる予定になっております。これは詳しい金額では

ありませんから、余り申し上げられないと思います。アバウトで

そのようになっておりますので、そういったことで、まずは整理

しますと、必要性は町長もわかっております。時間的にかけて、

合併特例債以内の中での期限が来る平成３７年までの４年前あ

たりからは、動き出さなければならないだろうというふうに思っ

ておりますので、その点もご理解いただきたいと思います。 

 

 馬場議長 

 

 １４番。 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 残念ながらほとんど議論していないと。今の町長の答弁は、町

長の思いであります。いいですか。この報告書の中にもあります

けれども、庁舎の建設には相当のお金を必要とします。しかしな

がら、補助金は県も国も一銭もありませんよと、一般財源ですよ

と。要するに合併特例債を活用しないことには、新たな場所に庁

舎を建設することは１００％不可能であります。 

 ですから、今から財源をどうするのか。場所はどこにするのか。

私は議論していかなければならないと、こう思っております。先

ほど 山議員の質疑に、合併特例債の残高は２７億８，０００万
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円と答弁しておりました。このことにつきましても、後ほどまた

質問をしたいと思います。 

 町長の新年の挨拶の中にもありましたけれども、あらゆる情勢

にスピード感を持って物事に当たっていく、このような文言があ

りました。この庁舎に関しては全くスピード感がないと私は思い

ますけれども、今から徐々にどこに建設するのか、財源をどうす

るのか、私は議論する必要があると思いますけれども、町長はあ

くまでも四、五年前に議論すればいいんだと、その考え方ですか。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 ちょっと誤解を受けているようでございますので。この統合庁

舎については、今でもそれなりに考えつつ、担当課とも話をした

りすることもあります。このスピード感を受けて、四、五年前か

ら活動しなければ、そういうときにはもう具体的な動きでがっち

りと前へと、財源も裏づけも議会ともども進まなければならない

段取りの段階に入るときのことを私は申しておりますので、そう

いったことで今の時点ではやはりこの統合庁舎よりも、私の政策

公約でありますこの４年間の間の町民プールであり、給食センタ

ーでありと、そういったこと。それから、屋内ドームであるとい

うことが、町民ニーズが高いというふうに認識をいたしておりま

すので、そちらのほうをまずは全力を尽くしていきたいという考

えでありますので、決して統合庁舎のほうは力を抜いているとい

うことではありません。その次の段階だというふうにご理解をい

ただいて、徐々に徐々に、一気にはできませんので、財源でも建

設場所も、大体建設場所等については、もう既にイオンモール下

田周辺、これはおいらせ町にとっては町の核となる場所でありま

す。ここは動かないと、私は認識を持っております。 

 ですから、ここからおいらせ町は中心として発展していくんだ

ということになると、当然にして統合庁舎も、あるいはおいらせ

病院も含めて、この周辺というものはベターな場所ではないかと

いうふうには思っておりますが、やはりこれからまだまだ時代の

流れとともに、皆さん方の議会とも相談をしながら、町民のご意

見も伺いながらということになろうかと思いますので、慎重にゆ

っくりと、じっくりと前へ進めていきたいというふうに思ってお
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りますので、ご理解をいただきたいと思います。 

 

 馬場議長 

 

 １４番。 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 相当の財源を必要としますので、その財源の確保にめどをつけ

ながら、１年でも早く新たな場所に新庁舎を建設してもらいたい

と、こう思います。 

 次に進みます。もう答弁は聞きましたけれども、せっかく通告

しておりますので、質問いたします。 

 新庁舎の建設場所は、適地選定の視点から４つの候補地エリア

が明記されています。私は用地取得が不要なことや、公園と一体

となった環境を考えると、下田公園の一角が最適であると思いま

すが、町長の考えをもう一度お伺いします。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 おいらせ町の将来のまちづくりを考えたとき、イオンモール下

田周辺は利便性や商業施設との相乗効果、民間投資を呼び寄せる

地域でもあり、今後さらに発展する地域でもあります。この地域

に統合庁舎を整備することは、おいらせ町の新たな市街地の形成

にもつながるものと考えており、庁舎整備検討委員会の意見を踏

まえた上で選定していくことになると考えております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長 

 

 １４番。 

 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 ４つのエリアを検討委員会では明記しております。アグリの里

周辺とか、現庁舎敷地等々の４つが検討委員会のほうでは、ここ

がいいのでないかというふうには言っております。そこで、いの

一番、イオンモール下田周辺、新庁舎には相当な敷地が必要であ

ると言われております。仮に一番のイオンモール周辺に新庁舎を

建設した場合、概算で結構であります、どのくらいの用地買収が

必要になりますか。 
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 馬場議長 

 

 総務課長。 

答弁 総務課長 

（田中富栄君） 

 それでは、お答えをいたします。 

 庁舎整備検討報告書の中にもありますけれども、新庁舎敷地規

模の算定ではおおよそ１万２，３６３平方メートルが必要という

ことで、概算で出ております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長 

 

 １４番。 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 私は敷地面積も検討委員会の資料を見ております。もしここ

に、町長の考えはイオンモール下田周辺が意向のようであります

けれども、そこでもう一つ概算で結構ですが、もう一度お伺いし

ます。 

 用地買収費、どのくらいかかると見込んでいますか。 

 

 馬場議長 

 

 総務課長。 

 

答弁 総務課長 

（田中富栄君） 

 平米当たり３万３，０００円と想定しますと、４億９００万円

と見込んでおります。 

 以上であります。 

 

 馬場議長 

 

 １４番。 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 土地だけでも４億円を超えます。そして、新庁舎の建設費には

２０億円以上かかります。ですから、また後ほど話しますけれど

も、合併特例債、限界がありますよ。ですから、今から財源の確

保などを議論しておかなければならないと。四、五年前では、私

は遅過ぎると思って、あえて言っているわけであります。 

 では、３番目の先ほど 山議員が聞いたのでわかりますけれど

も、通告しておりますので質問いたします。 

 今日まで合併特例債を活用しての借入金額は幾らになってい

ますか。また、元金償還金の７０％が地方交付税により措置され

ますが、今日までの算入金額を明示してもらいたい。 
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 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 合併特例債の地域振興基金積立事業分を除いた借入金額は、平

成２６年度末で２８億１，３６０万円、平成２７年度末で３０億

５，５５０万円の見込みであります。また、地方交付税に算入さ

れた額は、平成２７年度末までで５億３２１万７，０００円であ

ります。 

 以上であります。 

 

 馬場議長 

 

 １４番。 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 数字のほうは先ほど 山議員の質問で何回も聞きましたので、

事業は省略します。 

 ４番の新庁舎には相当な建設費がかかります。そこで新庁舎建

設基金として、合併特例債を借り入れできる３７年度までに毎年

１億円ずつ積み立てる考えはないのか、お伺いいたします。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 新庁舎建設基金の設置についてでありますが、現在、大規模公

共施設整備事業の財源に充てるため公共施設整備基金を設置し

ており、平成２４年度から毎年１億円ずつ積み立てするようにし

ておりますので、必要であればその基金で対応したいと考えてお

ります。 

 以上であります。 

 

 馬場議長 

 

 １４番。 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 ２６年度末で公共施設整備基金４億１，０００万円、何か先ほ

ど１億円は別途と言っていましたけれども、３億幾らは積み立て

がありますよと。今回の補正で５，０００万円を計上しますから、

町長の考えはこれからも積み立てをしていくというふうな話で

すけれども、この公共施設整備基金、全て庁舎建設資金に充当す
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ると、このように理解していいですか。 

 

 馬場議長 

 

 企画財政課長。 

答弁 企画財政課長 

（小向道彦君） 

 ただいま町長が答弁したとおり、基本的には大規模公共施設整

備事業ということで、この施設と特定したものではありません。

ということで、必要な大規模な公共施設整備事業に充てていくと

いうことで、その中には統合庁舎も入るということになるかと思

います。 

 以上であります。 

 

 馬場議長 

 

 １４番。 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 私が心配しているのは、もう町民プールだ、給食センターだ、

多目的ドームだ、もういっぱいありますよ。金かかるもの。です

から、今から１億円ずつ役場を建てるための基金を積み立てるべ

きだと、こう思っているんですけれども、今企画財政課長、多分

そうなると思うと、役場庁舎の建設基金としても使えるのではな

いかと思うという今の話ですけれども、思うのではだめですよ。

確実に新庁舎の建設資金に充てますよというふうな答弁はでき

ますか。 

 

 馬場議長 

 

 企画財政課長。 

答弁 企画財政課長 

（小向道彦君） 

 まだ庁舎のほうの建設費も決まっておりませんし、財源につい

てもさまざまな可能性があるということで特定しておりません

ので、今の段階ではそこまでしか言えないのかなというふうに思

っております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長 

 

 １４番。 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 言えないものをこれ以上聞くこともできませんから、やめてお

きます。 

 次に、学校給食センター、町民プール、多目的ドーム建設に合
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併特例債をどの程度活用するのか、お伺いいたします。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 今後の合併特例債の活用につきましては、先ほどの 山議員の

一般質問でも答弁したとおり、学校給食センター建設事業には１

４億４，０００万円を予定しておりますが、町民プール、多目的

ドーム建設につきましては、事業費が未定のため合併特例債の額

についても未定であります。 

 以上であります。 

 

 馬場議長 

 

 １４番。 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 町長に確認します。１０年前に両町が合併をいたしました。そ

のときの合併協議会の会長は、当時百石町長でありました三村正

太郎さんであります。私は副会長でありました。そして、合併協

議会の事務を取り仕切っておりましたのが、ここにおられます澤

上 訓議員であります。副町長も合併協議会に関与しておりまし

た。平野議員もかかわっておりました。 

 そこで、私の記憶違いでないとすれば、合併特例債活用できる

７５億５，０００万円、その７０％は地方交付税に補填されます

よと。でも、残りの３０％は借金ですよと。７５億５，０００万

円の３０％、約２２億円であります。ですから、７５億５，００

０万円、全額活用するのはやめましょうと。６割程度に抑えまし

ょうと。私はこのような取り決めをしたと、私の記憶違いでなけ

れば、私はいまだにそう思っております。 

 先ほどの話を聞いておりますと、全額使っても足りないような

状況であります。２２億円余って、３０億円を突破するかもしれ

ません。どうですか、町長。１０年前、忘れましたと今言います

とそれまでですけれども、男として１０年前の取り決め、覚えて

いますか。お伺いいたします。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 
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答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 １０年前の合併当初のことでございますが、確かに私もそのと

きの責任者であったというふうに思いますし、松林議員もそのと

き町長でありましたので、一緒にやってきた経緯があります。 

 この件については、いろいろと合併の事務局等も含めて議論し

た経緯があります。もちろん六戸も入っておりましたから。その

ときのいろいろなやりとりで、やはり合併特例債といえども３

０％は借金なんだと。ですから、できるだけ借金は抑えようと、

しないようにしようということで話をしてきました。当然にし

て、今話しした６割程度に抑えようというのは話し合いをしたの

は記憶しておりますし、そのとおりだと思います。何もそのとお

りであります。 

 ですから、借金しないにこしたことはこれからもないわけであ

りますが、他の町村の合併している町村を見ても、合併特例債の

６割で抑えるとか、５割で抑えるというところは、している町村

はまずほとんど見えないですね。まずは東北町さんとか、いろい

ろなところがありますけれども、目いっぱい使っている。なぜか

と、これくらい７割が戻ってくる借金というのはないんだと。こ

れを使わないということは、合併した、これを使えということだ

からということで、今考え方が非常に変わっているのは事実であ

りますけれども、それはそれとして私どもの過去における１０年

前の約束事といいますか、話し合いをしたのは、議員おっしゃる

とおりでございます。それは認識しております。 

 借金しないにこしたことはないですけれども、いろいろな住民

ニーズに応えるためには、やはり必要なときに必要な分を出さな

ければならない。ですから、財政の健全化を堅持しつつ、そうい

ったところも含めて、最高のものを、１０億すれば７億返ってく

るんですから、それを使わないで格好つけた話をしてもだめなわ

けですから、やはり町民のニーズであれば、順次抑えながらも応

えていくという姿勢はやはり大事だと思っておりますので、お叱

りをこうむるかもしれません。柔軟な発想を、心を持っていると

いうことは、時代の変化とともにやはり心は持っているつもりで

あります。時代に合うような形での慎重な取り組みをしていきた

いというふうに思っております。 

 

 馬場議長  １４番。 
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質疑 １４番 

（松林義光君） 

 １０年前、覚えていたようでございます。確かにもう７割補填

されますから、これほどの有利な借金はないと思います。正直に

お話ししておりますので、私も協力はしていきたいと。うそつく

のであれば、私もまた反論しますけれども、間違いなく６割ぐら

いで抑えるというふうな取り決めはしたということですので、わ

かりました。 

 そこで、この学校給食センター、もう進んでいます。町民プー

ルも、私も学校の先生、先生ＯＢ、町民から何人かからも聞きま

した。必要ないでしょうと。町民プール必要ないでしょうと。私

は前にも言いましたけれども、どうしても水難事故、旧百石海岸

通りの水難事故が怖い、危ないというのであれば、甲洋小学校に

プールをつくればいいんですと、こう思います。 

 いずれにしても町民プールは、町民の賛同を得ることはなかな

か厳しいようでございます。そのことをお話ししておきたいと思

います。 

 次は、道路整備であります。 

 北部地区の道路は共有地が多いため、道路整備が思うように進

んでいません。宅地造成した業者の倒産、転出による所在不明な

どで、関係者全員から承諾を得ることは極めて厳しい状況にあり

ます。よって、寄附採納ができない状況にありますので、もろも

ろの事情を抱え、関係者全員から承諾をいただけないときは、簡

易舗装で道路整備を進める考えがないのか、お伺いいたします。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 北部地区を含めて、町内には共有地などの個人管理のアスファ

ルト舗装がされていない未整備の私道が数多くあることは把握

しているところであります。 

 これまでにも私道などの整備要望も数多く寄せられていたた

め、平成２０年に町道路用地寄附採納要綱を定め、関係者全員か

ら承諾を得るなど寄附採納の要件を満たした道路については寄

附をしていただき、町が管理する道路として、生活関連道路整備

基本計画に登載しております。 
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 ご質問のように、共有地で所有者が不明なため関係者全員から

承諾を得ることができないことから、町へ寄附できない現状であ

る場合の整備については、いずれかの解決策がないか調査、検討

を進めていきたいと考えております。 

 しかしながら、町が管理する町道の整備もなかなか進まない状

況であり、一定の条件や整備に係る予算配分などを含め、考えて

いく必要がありますので、慎重に検討していかなければならない

事案であることをご理解をいただきたいと思います。 

 以上であります。 

 

 馬場議長 

 

 １４番。 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 法務局には倒産した業者、登記があります。だけれども、実態

はこの業者は跡形もないんです。 

 もう恐らく死んでいるかはわかりませんけれども、存在もな

い。そして、役場に住所不明者の住所を教えてくれませんかとお

願いしますと、個人情報で役場では教えることができませんとい

う話であります。だとすれば、何十年税金を払っても、半永久的

にこの方々は簡易舗装さえできないんです。今町長は、調査を慎

重に行っていかなければならないという答弁であります。 

 どうですか。もう業者はない。法務局にはある。その方を幾ら

探しても見つけられない。こういうふうな状況でも、やはり時間

をかけて調査しなければならない。いや、わかりますよ。役場の

事情もわかりますけれども、この方々には永久に舗装道路が通り

ませんよ。課長、どうですか。いろいろな事情、いろいろな苦情

があると思いますけれども、課長の考えもお伺いいたします。 

 

 馬場議長 

 

 地域整備課長。 

答弁 地域整備課長 

（澤口 誠君） 

 議員質問のように、今年度青葉町内会の地区の方から、こうい

う状況であるということでご相談をいただいた経緯もあります。

それ以前にも同じような形で、業者のほうが倒産したということ

で、同じようなご相談をいただいているケースもあります。先ほ

ど町長のほうも説明しましたが、いずれかの一定の条件なりを調

査なり検討しまして、課内のほうでこれから進めていきたいとは
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思っておりますが、あとは予算的な部分もありますので、町道整

備も進まない中での整備ということになりますので、その辺も慎

重に検討していきたいと思っておりますので、ご理解いただきた

いと思います。 

 以上で説明を終わります。 

 

 馬場議長 

 

 １４番。 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 まあ、町長は道路整備には熱心な方ですから、私たちは認めて

います。副町長、せっかく今月いっぱいで役場をやめるそうです

ので、道路整備、一言自分の考えをお話ししてください。私の質

問に対して。 

 

 馬場議長 

 

 副町長。 

答弁 副町長 

（柏崎源悦君） 

 ただいま道路整備についての質問でございますが、事情として

はわかりますし、行政のほうでも問題意識は持って検討しており

ます。町長が答弁したように、現在の基準をつくったわけです。

ただ、なおそれでもカバーし切れない問題が出ているということ

で、さらに検討しているわけでございまして、ただ現行の制度の

中でもし議員ご指摘のように、強引に進めると、また後で問題が

出るということも予想しなければならない。そのときに役場が何

をしているのだというふうに言われたくないし、また問題を発生

させたくないという部分もありますので、その辺は議会のほうの

理解、あるいは町民の理解も踏まえながら、次の解決策を慎重に

検討したいということで答弁しておりますので、よろしくお願い

します。 

 

 馬場議長 

 

 １４番。 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 ありがとうございました。 

 では、地域整備課長、いろいろな事案があると思いますけれど

も、町長が言うスピード感を持って対応策を考えてもらいたいと

思います。 

 次に進みます。 
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 教育長にお伺いいたします。 

 町内小中学校のトイレの洋式化についてお伺いいたします。 

 小中学校で使用している和式トイレ１６１基を洋式トイレに

切りかえるべきと思うが、教育長の考えをお伺いいたします。 

 

 馬場議長 

 

 教育長。 

答弁 教育長 

（福津康隆君） 

 お答えいたします。 

 町内の小中学校のトイレの洋式化率は、教職員用のトイレも含

めて約４５％となっております。洋式トイレの必要性が高まって

きていることについては認識しており、計画的に和式から洋式へ

のトイレ改修を行う必要があると考えております。 

 現在、家庭では洋式トイレがほとんどで、町内の幼稚園及び保

育園でも和式トイレはほとんどなく、最近では公共施設及び民間

施設においても、バリアフリーやユニバーサルデザインの視点か

ら洋式トイレがふえている状況でございます。 

 学校からは、和式トイレでのトレーニングができていないた

め、子供たちが戸惑い、特に低学年においては和式で用を足すこ

とができない、もしくはできたとしても上手に用を足せないた

め、においが気になること、また和式トイレだと足のけがや障害

のある子供などへの対応が難しいこと、さらに洋式トイレの利用

に子供たちが集中するため、休み時間内に用を足すことができな

いといった声を聞いております。 

 ただ、少なからず和式でなければ用を足せない、便座に直接触

れるのが嫌だという子供がいることも想定しておく必要があり、

全て洋式化するのではなく、必要最低限の和式トイレを残してい

きたいと考えております。 

 なお、平成２８年度には、各学校のトイレ改修の調査を予定し

ておりますので、その結果に基づき、改修計画を検討していきた

いと考えております。 

 以上で答弁を終わります。 

 

 馬場議長 

 

 １４番。 

質疑 １４番  今、教育長の答弁、全く実情がそうなんです。保育園も幼稚園
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（松林義光君） も今教育長が答弁したとおりです。全部洋式ですよ。その子供さ

んが１年生に来たときに、和式のトイレを使えないんですよ。も

う時の流れですよ。洋式トイレは。 

 残念ながら、その実情を把握していながら、２８年度には今調

査ですか、２８年度には１基も洋式化、予算化していませんよ。

そうでないですか。今の答弁を聞いておりますと。いちょう公園

のトイレの改修、中央公民館トイレの洋式化、これは先般の当初

予算の概要の説明で聞きました。中央公民館はトイレを洋式にし

ますよと。ところが、小学校は１基も洋式、予算化しておりませ

んよ。もう世の中、洋式トイレじゃないですか。今、教育長が言

ったとおり。なぜ２８年度に計画的に予算化できなかったのか、

お伺いします。 

 それと、百石中学校、一番新しい校舎は百石中学校ですよ。３

年前ですか、新校舎にしました。これも、ここも聞きたいんです

けれども、和式のトイレが生徒用が１２基、職員用が２基あるん

です。どうしても和式トイレが必要であると。これ３年前の話で

すよ。そこをお伺いします。 

 

 馬場議長 

 

 学務課長。 

答弁 学務課長 

（泉山裕一君） 

 それでは、お答えいたします。 

 まず２８年度のところに予算が計上できなかったのかという

ことにつきまして、教育委員会といたしましては、合併後２０年

から２２年にかけて３校のトイレ、１個も洋式がない学校に対し

て洋式を設置しようということで、各階、男子、女子、最低１個

ずつでもということで洋式化を進めてきました。 

 ２８年度に調査をするというきっかけになったのは、１月の教

頭会のときにこのようなお話を聞きまして、それをもとにして、

時代的にはもう一つ、二つのお話ではないだろうということで、

前もって２８年度に調査をしようということにします。ただ、こ

の調査に関しては、あくまでも委託をするという形ではなく、学

務課の教育委員会で調査をする予定であります。 

 内容に関して見れば、個室ブースの広さ、この個室ブースの広

さが一番和式から洋式にかえるときに非常に難しい部分があり

ます。そこの確認と、あと給排水の接続の確認、あとコンセント
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がどうしても最近の洋式トイレは必要になりますので、それの接

続方法と、それをもとにして概算事業費を出して、その上で財政

側、予算どうするのかというのを今後協議していきたいというた

めの事前調査を行いたいということを考えております。 

 続きまして、百石中学校の和式がなぜあるのかということに関

してみれば、多分議員おっしゃるとおりに、あの数値を見るとそ

うお思いになると思います。私も当時担当しておりました。私ど

ものほう、設計側と一緒に提案したのは、各階の各男子、女子、

和式を一つだけにして、全部洋式化にしませんかというのが教育

委員会の提案でした。ただ、中学校側のほうから、当時かなりそ

れを検討されまして、当時は公共施設もしくは公園がまだ洋式化

になっていないので、学校が和式を教えないと、教える場所がも

う家庭にはないので、学校が教えたいというのが学校の意思でし

た。ですから、約半分以下でいいので和式を残してほしいという

学校の要望でしたので、ある程度それを授業として取り入れたい

という学校の思いがありましたので、私どももその案に賛同して

あのような形をつくったという形になります。 

 以上になります。 

 

 馬場議長 

 

 １４番。 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 先ほどお話ししました。保育園、全部洋式です。小学校１年生

に来ると、洋式トイレが少ない。もうそこに洋式トイレに子供た

ちが集中するそうです。そうしますと、お漏らしをして帰る生徒

さんもいるそうです。ですから、そういうふうな実態を教育委員

会でもう一度把握して、洋式トイレ化を進めてもらいたいと、こ

う思います。 

 それから、最後に、松林義光が教育長に反対しているとか、教

育長人事に反対だとか、そういうふうなうわさも若干流れている

ようですけれども、そういうのは全く誤解ですから、一言も教育

長が好きだとか嫌いだとか一言も言ってませんので、そういうこ

とを誤解しないで、これから教育行政を全うしてもらいたいと、

このことをお願いして終わります。 

 

 馬場議長  どうぞ宣言してください。 
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 １４番 

（松林義光君） 

 すみません。いや、いいです。私のミスだからいいです。最後

もう一つ質問があったんですけれども。 

 

 馬場議長 

 

 通告しているのが残っているんですか。どうぞ。 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 すみません。最後の質問を忘れました。 

 １６１基を洋式トイレに切りかえると、どの程度の工事費が必

要なのか、お伺いいたします。 

 

 馬場議長 

 

 教育長。 

答弁 教育長 

（福津康隆君） 

 すみません、お答えいたします。 

 平成２０年度から平成２２年度にかけて、下田小学校、木内々

小学校、百石小学校の３校で、トイレの一部洋式化を行いました。

その際の工事費を参考に試算したところ、約５，６００万円とな

りました。 

 ただ、あくまでも概算であり、現在は当時の状況と違い、資材

費及び人件費等が高騰しているほか、各学校の和式トイレの広さ

も異なることから、トイレブースや床の改修も想定されますの

で、工事費の金額はもっとふえるものと考えられます。 

 なお、参考までに、ここ最近、学校トイレの改修を行った近隣

市町村の例を見ると、トイレを全面改修したところで、１校当た

りの工事費が約７，０００万円近くかかっております。ちなみに

全て洋式化したのではなく、和式も残して整備しているようでご

ざいます。 

 当委員会もスピード感を持って対処したいと思っております。

よろしくお願いいたします。 

 以上で答弁を終わります。 

 

 馬場議長 

 

 これで１４番、松林義光議員の一般質問を終わります。 

 お昼のため午後１時３０分まで休憩します。 

  （休憩 午後 ０時０３分） 

 馬場議長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  （再開 午後 １時２９分） 



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－３９－ 

 馬場議長  引き続き一般質問を行います。 

 ３席、６番、平野敏彦議員の一般質問を許します。６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 平成２８年第１回定例会開会に当たり、議長のお許しを得て、

６番、平野敏彦が通告に従いまして一問一答方式により一般質問

させていただきます。 

 ２０１１年３月発生の東日本大震災は、１１日で５年となりま

す。当町でも甚大な被害を受け、復興に全力で取り組んでまいり

ました。震災を後世に伝え続けるためにも、防災訓練や災害に強

い地域づくりの取り組みは大変重要であります。引き続き計画的

に減災に向けた取り組みを期待するものです。 

 おいらせ町は３月１日で誕生１０年となりました。平成１８年

３月に合併し、奥入瀬川の清流に育まれた田園定住都市の実現に

向け、町民の一体感の醸成や均衡ある町の発展に取り組んでまい

りましたが、道半ばと感じております。 

 特に、少子高齢化社会に伴い、国ではまち・ひと・しごと創生

長期ビジョンとして、中長期展望２０６０年を視野に、人口減少

問題の克服、成長力の確保を基本に据え、総合戦略を作成、２０

１５年から２０１９年度５カ年の政策目標施策を推進するため、

全国の市町村に作成を求めております。 

 町では、おいらせ町まち・ひと・しごと創生総合戦略を平成２

７年１０月に作成しましたが、町総合計画との一体的な推進を掲

げる重要な施策が、住民、議会、町政の一体となったまちづくり

の基本理念にどのように盛り込まれたのか、住民に積極的に説明

をし、理解を得る機会をつくっていかなければならないと感じて

おります。議会、行政が一体となった総合戦略の取り組みは、最

重要課題であります。 

 さて、春３月は、別れの涙と出会いと喜びの中、新たな目標、

夢に向かい、胸躍らせて羽ばたく多くの子供たち、そして希望に

燃えて旅立つ若者に励ましのエールを送るものであります。 

 そして、今、今定例会を最後に３月末で定年退職される管理職

の皆さん、長年にわたり町政発展のかなめとして、行政全般にわ

たって尽力されました。これまでのご労苦に対し、高く評価する

とともに、敬意を表するものであります。今、金融界はゼロ金利

の厳しい状況であります。退職金の運用と健康に留意され、第二
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の人生を楽しんでください。時間がありましたら議会を傍聴され

ご指導賜りますよう期待を申し上げ、それでは通告いたしました

一般質問について町長の所見をお伺いいたします。 

 第１点目は、２０２５年第８０回国民体育大会青森県開催につ

いてであります。 

 第８０回国民体育大会青森県開催が事実上決定となりました。

町ではどのように捉えているのか、町長にお伺いをいたします。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 ３席、６番、平野敏彦議員のご質問にお答えいたします。 

 ２０２５年青森国体、まだ９年先と考えがちですが、健康でス

ポーツを楽しんでいる方々にとっても、待ち遠しいものと思いま

す。 

 さて、当町では、過去にあすなろ国体で成年男子の教員部のバ

スケットボール競技を開催したことがあり、今では当時を知る人

も少ないのではないかと思います。 

 全国レベルの大会が身近に見られるだけでも、スポーツの楽し

み方や取り組む姿勢にも、特に子供たちにはよい影響が期待さ

れ、やってみたいというきっかけになってくるのではないかと思

います。 

 今後、県の動向を注視しながら、チャンスがあれば現有施設の

中で可能な限り、何らかの競技種目を招致できればよいかと考え

ております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 今、答弁をいただきました。前向きな考え方を示したと思って

おります。 

 新聞にも出ておりますように、国体開催を通じ、子供からお年

寄りまで多くの県民がスポーツに親しむ文化を定着させたい。県

民の健康長寿、地域の魅力アップにもつながるというふうなこと

で出ておりますけれども、町長が掲げる公約の果たす役割もこの
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スポーツで期待できるものと、私は思っております。 

 今の答弁から言いますと、今度２点目になりますけれども、今

後県では準備委員会を設置して、会場選定を進めることになりま

すけれども、これについては先般新聞等で報道されておりますけ

れども、野辺地町では町長が国体のハンドボール競技を町で誘致

を目指すということで、新聞に載っております。当町も旧百石町

と同じような形で、前回のあすなろ国体をハンドボールを開催し

た経過があって、次の国体でも体育館を新築しながら対応してい

きたいということが述べてあります。そういう意味では、これか

らの県の会場選定に合わせて、町も合った競技を誘致したいとい

う思いがあるようですが、この辺について町としてはどのような

種目でこれから進めるのか、お聞かせいただきたいと思います。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 県の準備委員会が平成２８年度に組織予定と聞いております。 

 具体的な県の動きとしては、会場提供の意向調査をする予定と

伺っておりますので、調査の結果を踏まえて検討を進めていきた

いと思っておるところでございます。 

 いずれにいたしましても、県のほうの動きとも並行して、町も

動きながら、町としてできるのは何かということも模索しなが

ら、そしてアピールを県のほうにもしていかなければならないと

いうふうには考えております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 １９７７年のあすなろ国体では、旧百石町でバスケットボール

の成年男子教員の部が開催されております。その際には、天皇陛

下がご少憩のため分庁舎に立ち寄りました。そしてまた、高松宮

夫妻がご来町されるなど、町挙げての歓迎は町民の感動と一体感

の醸成が生まれたと感じております。 

 ３点目になりますけれども、第８０回国民体育大会青森県開催

に当たり、町として開催競技の招致について広く町民の声を求め

る考えがないか、お伺いいたします。 
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 馬場議長 

 

 町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 町民もさまざまな競技種目で活躍しており、競技関係者や競技

団体の声を聞くことは、大変重要なことと認識をいたしておりま

す。 

 しかし、競技種目によっては現状の施設で開催できるのかと考

えた場合、難しいものもあり、平成２８年度の競技種目受け入れ

などの調査を見守りつつ、必要があれば体育関係者や競技関係者

などと相談しなから検討していきたいと考えております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 現状の施設を使うということになりますと、おのずと種目は限

られてくると思いますけれども、体育協会の中には、余り競技場

の整備に金のかからない、例えばグラウンドゴルフ、そういうふ

うな体協の中に組織があって、そういう声も上がっております。 

 そしてまた、交流センターについては、室内競技の条件を満た

しているんじゃないかと私は思いますけれども、あとは設備、そ

ういうふうなものが整えば可能じゃないかと思っておりますけ

れども、今後は体育協会を確認した形での、スポーツを実際やっ

ている人の声を吸い上げて、町では現状の施設に限られてくる

と、広く町民から聞くという機会を設ける考えがないようです

が、私はいろいろな意味で国体開催種目のほかにオープン競技み

たいなものもあるわけで、例えばスポーツチャンバラとか、そう

いうふうなものもありますから、これらも多分公開競技になると

思いますので、これらについてもまだ町長はさっき９年あると言

ってますけれども、早め早めの対応をしていかないと後手に回れ

ばなかなか開催についても容易でないと感じておりますので、こ

れらについては体協以外の部分での声を聞く、もう一回確認しま

すけれども、広く吸い上げする方向を考えるかどうかということ

について、お聞かせいただきたいと思います。 
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 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 まず私から回答できるものは。 

 結論から言うと、町でやれるものはやりたいなという感じがい

たしております。チャンバラにしても、それからグラウンドゴル

フ大会も、国体となれば大変な数でございますし、町の情報発信

にもつながるし、おいらせ町全町民が盛り上がるということで健

康に結びつくということで、非常に期待大でありますので、町長

としては何らかの私どもの町に合うような競技があれば、積極的

に攻勢をかけたいというふうに考えておりますので、町民の方々

からというよりも、絞られてくるだろうと思いますね。町民の

方々から多くを云々というよりも、体協関係者とかスポーツ関係

者から聞くと、おのずと種目も決まってくるだろうし、国体の種

目も決まるだろうし、その中でおいらせ町で何が呼び込めるかと

いうことは、おのずと答えが出てくるような気もしますので、町

民に広くということにこだわらず、しかし多くの意見を聞きなが

ら、適時的確なおいらせ町への取り入れをしていきたい。組み入

れをできるものはしたいと考えていますので、その点ご理解をい

ただきたいと思います。 

 

 馬場議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 広く吸い上げしても、開催競技については条件的に限定される

可能性があるということ理解をしました。現在の体育協会、それ

からスポーツ関係者、これらの声を聞くような形で努めていくと

いうことで理解をさせていただきます。 

 それでは４点目に入らせていただきます。 

 おいらせ町まち・ひと・しごと創生戦略会議の中にある項目の

新しい人の流れをつくる好機会とするためにも、私はさっき言い

ましたように、ぜひ国体の競技を開催して、さっき出てきました

グラウンドゴルフ、それからスポチャン、バスケットボール、い

ろいろな当町での可能な種目を開催していくことによって、町民

の一体感、そういうものが醸成されると思いますけれども、この

辺についてお聞かせいただきたいと思います。 
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 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 同じような回答になろうかと思いますが、とにかくおいらせ町

の一町としてのスポーツを盛んにするということについての思

いというのは、平野議員と全く同じでございまして、これはもう

町を生き生き活性化させる、笑顔にするのにはてきめんのスポー

ツ効果といっても過言ではないと思いますので、そういった意味

で町で開催するべき競技というものは、先ほど申し上げましたよ

うに真剣に吟味しながら取り組んでいきたいというふうに思い

ます。 

 もちろん体協とともにやっていかなければならないし、議員の

方々にもお力をいただきながら、時には攻勢をかけるためには県

のほうにも議員も一緒に、体協関係者も一緒に、陳情等々も含め

てやらなければ、行動を起こさなければならないと思っています

ので、よろしくお願いしたいと思います。 

 

 馬場議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 ありがとうございます。 

 それでは、大きい２点目に入らせていただきます。 

 おいらせ町奨学金貸与についてであります。 

 奨学金の貸付事業の２６年度決算収入が１，７４７万７，００

０円で、支出額が１，６７９万７，０００円、残高が６８万円と

なっております。２７年度の決算見込みについて、補正のほうも

出ておりますけれども、大体どのくらいの見込みになるか、お聞

かせいただきたいと思います。 

 

 馬場議長  教育長。 

 

答弁 教育長 

（福津康隆君） 

 お答えいたします。 

 決算見込み額は、歳出総額で２，１５３万２，０００円、歳入

総額で２，１５５万１，０００円となり、歳入歳出差し引き１万

９，０００円の歳計余剰金が生じる見込みです。その主な内容で

すが、歳出では貸付金が１，８７５万円、積立金が２７４万１，

０００円となっております。 
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 一方、歳入については、財産収入が５万１，０００円、寄附金

収入が６０万６，０００円、ふるさと応援寄附金を含んだ一般会

計繰入金が２０９万８，０００円、貸付金収入が１，４３５万１，

０００円などとなっております。 

 以上で答弁を終わります。 

 

 馬場議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 ２７年度の部分については非常に予算執行上、残額が１万９，

０００円ということで、この会計が運営されているということで

理解をいたしました。この中で貸付金の収入未済額の見込みとい

うのは、どのくらいになるか、これについてお聞きいたします。 

 

 馬場議長  学務課長。 

 

答弁 学務課長 

（泉山裕一君） 

 見込み額という形なんですけれども、今のところ滞納分の歳入

という形になりますが、貸付金の滞納分としての歳入は３９万

３，０００円ほどを見込んでおります。 

 以上になります。 

 

 馬場議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 （２）の質問にも入りますけれども、２７年度の当初予算に計

上された滞納繰越金は、予算は１万円ですけれども、その２６年

度の収入未済額が２３７万円、決算の監査委員の審査報告書には

載っているわけで、ですからこの分予算は１万円しか取ってない

んだけれども、実際には２３７万円が収入未済になっているんだ

ということで私は解釈するんですが、今聞いてみますと、この分

からいってもどのくらい解消されているのかなという心配して

おります。 

 実際に今現在で、前年の収入未済額より減るのか、またさらに

ふえるのか、この辺の見込みがわかりますか。 

 

 馬場議長  学務課長。 
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答弁 学務課長 

（泉山裕一君） 

 あくまでも見込みになりますけれども、２８年の３月４日現在

で調べていまして、ちょっと見込みを立ててみたんですが、見込

みとして２５０万６，０００円ぐらいになると見込まれておりま

す。昨年度よりも１３万６，０００円ほど増額になるのではない

かと見込んでおります。 

 以上になります。 

 

 馬場議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 これについては非常に、奨学金については新聞等にも出ており

まして、私も読んでなるほどなと思っているんですけれども、ま

ずひとり親家庭とかがふえて、非常に仕事、就職も、正規雇用じ

ゃない部分についている、なかなか仕事も決まらない、そういう

人がいるということで、１００％回収は無理だとしても、だんだ

んこの原資のほうが減っていくような気がするわけですよ。実際

に今、その基金の１億円の額を割って運用しているという形にな

っているんじゃないですか。私が調べてみれば、そう感じますけ

れども。 

 （３）に入りますけれども、奨学金の基金残高が２６年度末で

９，９３９万４，０００円となっているわけです。これはもとも

との基金は１億円を積んであったわけですが、こういうことから

いっても、私はこのおいらせ町の育英基金条例を見ますと、第２

条第２項で、町長は必要があると認めるときは、一般会計歳入歳

出予算の定めるところにより、基金に追加して積み立てをするこ

とができるとあります。 

 現在の低金利時代であります。経済的理由により進学の困難を

救済する、有用な人材を育成するためにも、この一般会計で基金

の積み立ての考えがないか、町長からお聞かせをいただきたいと

思います。 

 

 馬場議長  学務課長。 

 

答弁 学務課長 

（泉山裕一君） 

 基本的には、今までですと一般会計からの繰入金というのは、

主に私どもは使っている事務費、数万円程度ですが、それだけを

繰り入れしておりました。今回、先ほどもご説明したみたいに、
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ふるさと応援寄附金がちょうど今の３月補正のほうから一般会

計から繰り入れてくるという形になっております。年度の当初も

一般会計から来るという形になっておりますので、今のところそ

ちらの金額のほうも事務費と一緒に入ってきて、奨学金運営をし

ていくという形になります。 

 今、教育委員会としては、できるだけ入ってくるお金の中で処

理はしていきたいと思いますけれども、今後いろいろな施策が出

てきた場合はそのようなことも、今後、町長部局のほうとも相談

していくことも視野に入れておかなければならないのかなと考

えております。 

 以上になります。 

 

 馬場議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 ６番です。この寄附金のふるさと応援とか、これは指定つき寄

附金ですから、このために使ってくださいというふうな形で寄附

しているわけですから、私が言うのは、一般会計の決算状況を見

ても心配するほどの財政状況ではないわけですよ。監査委員の報

告を見ても、ちゃんと健全だと書いてあるわけです。良好な財政

運営をしてますよと、監査委員もちゃんとそういうふうに評価し

ているわけです。私はそれでいいんですけれども、ただ、この奨

学金については残金が割り込んできているという事実があるわ

けですよ。この予算を見ればですね。 

 ですから、そういうふうなことからいったら、私は今の地方創

生に絡めても、まずは人、人をつくっていかなければ、この人口

減少対策はそういうふうなものでも対応できないと思いますよ。

やはり優秀な人が、学校を卒業してふるさとに、こっちに来て仕

事をしたいというふうな思いを持つ、やはり奨学金とかそういう

ものをもらっていれば、地元に恩返しをしたいとか、いろいろな

思いが生まれてくると思うんですけれども、やはりそういうもの

をつくるためにも、この奨学金の基金というのはもっとふやさな

ければならないし、いろいろな意味で今高校、大学、そしてまた

各種専門学校に進む者、大学から大学院に進む者というふうな一

つのそういうものがあるわけですよ。 

 そうすると、継続していくのに新規の貸し付けの枠がさらに狭
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まることも考えられます。そういうことからいっても、やはり原

資をふやさなければ、私はこの基金の制度、そういう目的達成が

だんだん狭まってきているんじゃないかという思いがあります。

そういう意味では、ぜひ一般会計で金がないわけじゃないんです

から、使うわけじゃないんですよ。それを原資にして、人材育成

をするわけですから、その考えについてぜひ町長、やろうという

ふうな思いが湧きませんか。 

 

 馬場議長  答弁願います。副町長。 

 

答弁 副町長 

（柏崎源悦君） 

 ただいまの奨学金に対する町のスタンスの話ですが、これまで

教育委員会のほうで判断していただきながら、奨学生の希望には

それなりに対応してきているつもりですし、町からも一般会計の

繰り出しはそれぞれしてまいりました。 

 平野議員が心配している基金造成をもっと多くして、もっと大

幅な運用ができるようにということの指摘だと思いますけれど

も、たまたまなんですけれども、基本的には奨学金は特別会計で

基金を造成して、その基金の利息の運用の中で回転させていこう

というようなことがスタートの視点にあるわけですけれども、現

在は金利の部分を非常に、今回の議会の中でも出てますが、マイ

ナス金利が出たりとかいろいろな運用がありまして、基金のとこ

ろにはそんなにこだわっていませんが、奨学生を、いわゆる優秀

な人材を育てるという視点については、今までの考え方といささ

かも変わっていませんですから、そういう点では奨学生の資金の

希望する状況を見ながら、町のほうでも支援して、できるだけ対

応するようにしていきたいというふうに考えております。 

 

 馬場議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 今質問して即というわけにはいかないのは当たり前で、私もわ

かります。ただ、基本的に町としてのいろいろな意味で政策を掲

げていますけれども、やはりそれらにつながる大切な人づくり、

こういうものが基本になっているわけですから、私は副町長、３

月で勇退されるということも聞いておりますが、そういう私の思

いを酌んで、ぜひその道筋をつけていただければというふうなこ
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とで、お願いをしたいと思います。 

 今いろいろ私も資料等を見てみますと、確かに青森県なんかの

場合ですと、この貧困対策として、大学に進学する際には最大１

００万円を１００人に貸し付けるという県独自の奨学金制度を

新設すると、創設すると、新聞に載っています。この制度の中身

は県内の生活保護世帯または住民税所得割の非課税世帯、翌年度

に大学進学を予定している高校３年生が対象ということになり

ますけれども、これのいいところは、大学卒業後１年以内に県内

に住み、就業してから３年間経過していると返還は免除になると

いうことです。 

 そうすると、これ奨学金を受ける人は必ず地元に残るわけです

よ。人口増加にもつながるし、いろいろな意味での効果というの

は、すごい効果があるんじゃないかと私は思いますよ。実際に町

でもやっているこの制度というのは、おいらせ町の医師就学資金

貸与条例があるわけで、これについては卒業して町の条件に合っ

た町の病院に勤務すれば、ある一定期間勤務すれば、これも免除

になりますよ。 

 そういうふうなことからいいますと、医者にはなれないけれど

も、それに近いような能力を持った人というのはいるわけですか

ら、やはり今までの奨学金の貸し付け内容、そういうものもいま

一度見直すべきではないかと。特待的な部分もぜひ設けるなり、

改善をすべきじゃないかというふうな思いがあります。これにつ

いては、今答弁を求めても余り期待できないと思いますので、次

の４点目に入らせていただきます。 

 現在の奨学金の貸与は、高等学校で月額１万５，０００円以内、

高等専門学校、短期大学で月額３万円以内、大学、大学院で月額

４万円以内となっております。この貸与された金額の返還方法を

見ますと、貸与終了月の１年後から１０年以内の期間に、その全

額を月賦、半年賦または年賦で償還しなければならないとありま

す。 

 高校から各種専門学校や大学、大学院に進まれた高校時の借り

入れの償還の方法が、どのようになっているのか。現在、高校の

ときに借りました。大学でもまた借りました。また大学院に進ん

だ。そういう場合、この高校時の借り入れ、卒業してから１年か

ら償還が始まります。大学も卒業して１年たてば償還が始まりま
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す。大学に入って２年目に大学院に入れば、２年目から大学の償

還が始まります。これらの償還の方法というのは、実際に私が今

言ったようなケースがあるのか。大学までは多分結構あると思い

ますよ。この償還の方法というのはどういうふうになっている

か、そこをちょっとお聞かせいただきたいと思います。 

 

 馬場議長  教育長。 

 

答弁 教育長 

（福津康隆君） 

 お答えいたします。 

 おいらせ町奨学資金貸与条例での償還方法については、第８条

の規定により、貸与終了の月の１年後から１０年以内の期間にそ

の金額を月賦、半年賦または年賦で返還、またはその全部または

一部を一時に返還することができることになっております。 

 ただし、募集をする際には、貸与終了の月の１年後から貸し付

け期間の２倍の年数以内での返還をすることにしており、大学４

年の場合は８年以内に返還をしてもらっております。 

 国では、マイナンバー制度を利用した所得連動返還型奨学金制

度を平成３０年度以降に予定しております。これは奨学生の所得

状況に応じた額を返還するもので、最低納付額は２，０００円か

ら３，０００円で検討されております。 

 青森県では、先ほどお話ありましたように、生活保護世帯や児

童養護施設などの生徒が大学に進学する際に、最大１００万円を

貸し付け、県内で居住、就職した場合に返還免除するという、県

独自の奨学金制度を創設しております。 

 八戸市では、平成２７年度から一般奨学金のほかに安定した財

源により、償還免除型と給付型の奨学金を新たに導入しておりま

す。 

 当町の奨学資金貸付事業は、奨学生の返還金及び寄附により運

営しており、奨学生が返還するお金は次の世代の奨学金として使

われ、先輩から後輩へリレーされていくものでございます。 

 今後、国や県内の動向を見きわめながら、他自治体の奨学金制

度も参考に研究してまいりたいと思っております。 

 以上で答弁を終わります。 

 

 馬場議長  ６番。 
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質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 私が確認したいのは、例えば高校卒で大学へ進学をする、そう

するとまた借り入れ手続を起こすことになると思いますけれど

も、そうすると大学の２年生になれば高校の償還義務が生じるこ

とになるわけですから、そうすると２年、３年、４年、３年間の

部分というのは高校の奨学金が１年後から償還するとすれば、ダ

ブってくるわけですよね。 

 例えばさっき私が言った４万円の額から、高校の１万５，００

０円の額を償還するとなれば、実質の額というのは２万５，００

０円かそのくらいですよ。私はそういうふうな、今現在そういう

状況になっているのか。それとも大学に行った場合は、４年間、

その１０年以内の期間で返せばいいということで指導している

のか。あくまでも高校、大学、その個々の事例だけで償還をさせ

るのか、ここの部分について確認したいと思います。 

 

 馬場議長  学務課長。 

 

答弁 学務課長 

（泉山裕一君） 

 私が記憶している中では、そういうふうにつなげていったとい

う記憶は余りなかったんですけれども、確かに大学なんかに行っ

て重複で借り入れる方々もいるのは確かに知っておりました。た

だ、今の条例の中身を読むと、確かに平野議員おっしゃっている

とおり、１年据え置いて、その次から高校の償還が始まっていっ

た場合、大学の場合は高校分の償還していくという形になるんで

すが、大学を卒業して１年たてば、もしかして何年かは高校と大

学の償還がダブルでかかるという現象が起こるのではないかと

思っております。 

 以上になります。 

 

 馬場議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 そうしてみますと、せっかく大学に入って、月額４万円の資金

を受けて頑張ろうという子供でも、親が多分補填をしていると思

いますけれども、私は４万円借りて１万５，０００円は返してい

く、実質２万５，０００円しか残っていない中で、この趣旨が生

きるのかなという思いがするわけですよ。 
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 私はやはりその人その人単体でちゃんと管理しながら、高校卒

業してどこへ進んだ、大学の申し込みがある、そういうものをち

ゃんと把握して、じゃああなたの場合は１０年の期間があるか

ら、大学卒業してから一緒に償還してはどうですかとか、そうい

うふうな指導をすべきだと思うんですけれども、私が相談された

のはそういう話は全くなかったと。高校も借りて、大学も今借り

ているんだけれども、その償還があって大変だというような声を

聞いています。 

 私はだから償還方法の見直しというのは、そういうふうなもの

も、これは見直しをしなくてもできるわけですよ。事務指導で。

そういうものをちゃんと把握してやることによって、この基金の

制度というのが生かされるし、またこの効果が生まれてくるとい

うふうに感じておりますけれども、この事務指導でできる部分は

直ちに対応してほしいというふうに考えておりますが、どうです

か、その辺。事務局で私が言っているように、大学に進学された

ものについては高校分については、この１０年のスパン、もう卒

業してからでも返還していただきますよ、１０年以内というふう

なことですから、大学の場合はまたさらにそれから１０年になり

ますから、そういう償還方法もちゃんと指導するということで、

これから取り組むかどうか、ちょっとお伺いします。 

 

 馬場議長 

 

 学務課長。 

 

答弁 学務課長 

（泉山裕一君） 

 そのような償還方法に関して、詳しいご説明がなされていない

という部分がございましたら、それは我がほうの課の責任でござ

いますので、大変申しわけないと思っております。 

 今後はそういうふうな事務指導に関してみれば、きちんと行っ

ていきたいと思う反面、あと一つ私どものほうも来年度から少し

様式関係を見直そうかということを最近話ししておりまして、確

かに平野議員おっしゃっているとおり、条例をよく読むと猶予と

いう言葉が出てきます。私どもも平野議員のご質問が出てから、

この猶予というのをどう取り扱うのかということ、決まったルー

ルを若干定めていない部分がございまして、ですから来年度少し

そういうものを、ほかの市町村も研究した上で規則的にそれがあ

るのであれば、そこの部分は直していかなければならないのかな
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というので、今のお話をしております。 

 ちょっとお時間いただければ、来年度の段階でも少し他市町村

を調査の上、もう少し精度が高いものにしていきたいなというこ

とを考えております。ただ、事務的に言葉足らずな部分に関して

は、それは大変申しわけないと思っておりますので、私どものほ

うで今後徹底して、きっちり丁寧にご説明していきたいと思いま

す。 

 以上になります。 

 

 馬場議長 

 

 ６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 今の部分については事務的な運用で対応が可能になってくる

というふうに思いますので、この部分については改善をされるよ

うに、よろしくお願いしたいと思います。 

 あと一つは、この償還方法の見直しとともに、例えばさっき私

が言ったように、医師の修学資金貸与条例にある返還債務の当然

免除、これなども医者になれば償還が免除される。医者に準ずる

ような優秀な人の部分についても、この償還債務の免除制度とい

うものを私は設けるべきではないかと思うんですけれども。 

 というのは、実際に成績が優秀でも大学に進めないというふう

なことが、本当に聞こえてくるわけですよ。高校でも、学校の先

生も大学に進学させたいという思いがあっても、やはり家庭の事

情、本人の意思よりもまずは親が大変だということで、進学を断

念しているそういう子供もあるわけで、私は本当に成績優秀者に

ついては、条件を付した形で、これこれの部分が目標達成したら、

そしてまた町の条件をつけて、免除します、そういう規定があり

ますよというものをぜひ私は設けてほしいし、設けるべきではな

いかと。 

 今、特に少子化になって、いろいろな定住促進条例、そういう

ものをつくっていますよ。その一時的な金を使うよりは、やはり

そこに、その地元で育った子供が帰ってくる、それに投資するの

も一つの方法じゃないかと、それが本当の地方創生の基本じゃな

いかと思いますけれども、この返還債務の免除規定についても教

育長、検討するというふうな考えがあるかどうか、お聞かせいた

だきたいと思います。 
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 馬場議長 

 

 学務課長。 

答弁 学務課長 

（泉山裕一君） 

 本年度私どもも奨学金、まち・ひと・しごと創生の絡みがあり

ますね。ほかのところでもいろいろな動きをしております。私ど

も現在の基金で、何とか給付をすることができないかということ

で、大学生２人をもし給付した場合のシミュレーションをしてみ

ました。結果から申し上げると、どういうやり方をしてもやはり

今の基金は条例で定める１，０００万円を切ってしまうという現

象が出ます。ただ、このシミュレーションに関してみれば、ある

一定の条件がありまして、寄附金を見込まないとか、滞納の部分

は収入を見込まないという最悪の状態でシミュレーションして

います。 

 ですから、もう少し精度を上げなければならないんですけれど

も、それでまずわかったことは、今、来年度少し検討したいなと

いうのは、今現在の基金と区分した予算の持ち方というのが必要

なのかなというのに最近気がつきました。 

 あともう一つあるのが、今回みたいにふるさと応援基金という

のは確かにある程度条件ついてくるんですが、一般会計から大き

いお金で繰り入れされていると、そういう形で、そういうもしあ

るのなら独立したお金を逆に一般会計側のほうとして来たお金

の部分で、そういう一時給付型にしても、もしくは２分の１免除

にしても、さまざまな取り組みを各市町村、自治体で行っていま

すので、その辺のところも調査とシミュレーションをもう少し精

度を上げたいなというのを来年度考えております。 

 あと先ほど平野議員が言ったみたいに、免除するんでしたらや

はり条件をつけたいというのが、私どものほうの考えでありま

す。それは成績優秀はそうなんですけれども、先ほど平野議員お

っしゃったように、やはり定住とか、こちらに就業するとか、そ

れなりの町としてのメリットもないとまずいだろうなと思って

おります。 

 ただ、では本当にふるさと応援基金だけの寄附金だけで成り立

つのかというと、未確定な寄附金ですので、私どものほうだけで

は決められないことになります。では不足したらどうなるのかと

いう話もありますので、ちょっとそれを含めて財政サイドとも町
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長部局のほうとも、こちらで出した結果でご提案した上で、相談

させてもらいたいなと思っております。 

 以上になります。 

 

 馬場議長 

 

 ６番。 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 これから地方創生もスタートしていくわけで、実際においらせ

町まち・ひと・しごと総合戦略の、これだという目玉になるよう

な奨学金も位置づけをされるように期待をしておりますので、ぜ

ひ検討して、返還の方法についても見直しをしていただけますよ

うに期待をするものであります。 

 それでは、続いて大きい３点目に入らせていただきます。 

 地域おこし協力隊の取り組みについてであります。 

 まち・ひと・しごと創生長期ビジョンの基本は、人口減少の克

服が大きな課題となっております。町の総合戦略にある地域おこ

し協力隊の受け入れと、これに載っております。町の計画してい

る中で、現在青森県内での地域おこし協力隊の採用されている実

態はどのようになっているか、まずお聞かせいただきたいと思い

ます。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 地域おこし協力隊の県内市町村の受け入れにつきましては、平

成２８年２月現在の県地域活力振興課の取りまとめによります

と、１０市町村で１９名が委嘱され活動をしている状況でありま

す。 

 以上であります。 

 

 馬場議長 

 

 ６番。 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 私は前のほうの資料で見てみますと、青森、鯵ヶ沢、深浦、野

辺地、佐井、田子、南部町、そしてまた昨年は八戸市が２名とい

うことで記憶をしております。１０市町村１９名ということです

が、全国的に見ても青森県が採用の部分、岩手、見ますと、本当
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に低い、採用が少ないということで確認をしました。八戸市は昨

年９月と１２月に協力隊員の任命をしております。町で今、この

計画書で見ますと、採用予定がなっておりますけれども、協力隊

に期待するものというのを、どういうことでこの戦略に採用の予

定をしたのか、これについてお聞かせをいただきたいと思いま

す。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 地域おこし協力隊に期待できることとしては、外部からの斬新

な視点による町の魅力の発見や、協力隊員の才能、能力を生かし

た活動など、行政ではできないような柔軟な発想が期待されるこ

とと、協力隊員の熱意や行動力が地域に大きな刺激を与え、地域

と協力隊とがともに活動することにより、新たな仕事が生み出さ

れるなど、町の活気と交流人口の増加に期待できると考えており

ます。 

 以上であります。 

 

 馬場議長 

 

 ６番。 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 そういうふうな非常に期待度も大きい、それから行政サイドで

はなかなか取り組めない部分についても期待できるんだという

ことで、町長から聞きましたけれども、ではこの中にある３人の

募集時期とかそういうのは、もう計画されておりますか。 

 

 馬場議長 

 

 企画財政課長。 

答弁 企画財政課長 

（小向道彦君） 

 現在のところ、まだ募集はしておりません。 

 以上であります。 

 

 馬場議長 

 

 ６番。 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 いや、現在じゃなくて、この総合戦略の冊子の中には大きい項

目で新しい人の流れをつくる、定住促進に向けた環境整備で、ア
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として、その中に２０２０年成果目標で、このページ数でいえば

２３ページに地域協力隊受け入れ数３人とあるわけで、ですから

これは計画的に、５カ年計画ですから、５カ年ですから、もう張

りつけがされているというふうに私は理解をしたんですが、これ

からそうすると、この協力隊の募集をしていくということで捉え

ていいかどうか、いま一度確認をさせてください。 

 

 馬場議長 

 

 企画財政課長。 

答弁 企画財政課長 

（小向道彦君） 

 お答えいたします。 

 ただいま議員がおっしゃったとおり、５カ年の計画で、その５

カ年のうちに３人を募集して受け入れたいと、そういう計画であ

ります。 

 以上であります。 

 

 馬場議長 

 

 ６番。 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 そうすれば、わかりました。 

 ３点目に入りますけれども、町の総合計画によりますと、水産

業の経営基盤強化を掲げております。主な取り組みとしては、漁

業収益の向上、漁港の施設整備、活用、栽培漁業の推進、地元漁

業と水産物の消費拡大、こういう形を取り上げておりますけれど

も、これまでの町の取り組み実績については、私はこのタイトル

の中でどれが成果を上げているのか、疑問を感じております。 

 実際にこの漁業収益の向上、町がかかわってこれを成果を上げ

たというふうなものがあったら、ひとつお答えをいただきたいと

思います。 

 

 馬場議長 

 

 答弁願います。農水課長。 

答弁 農林水産課長 

（松林政彦君） 

 ただいまの件につきましてお答えいたします。 

 議員がおっしゃった項目について、現在対処している件は漁港

の整備の一つだけであります。 

 以上です。 
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 馬場議長 

 

 ６番。 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 漁港整備については、災害復旧絡みで国からの助成も、県が主

体的に進めてきた経過があるわけで、そのほかの取り組みという

のは栽培漁業の推進についても、地元水産物の消費拡大について

も、なかなか行政側がこれだというふうなことで取り組んできた

なというふうなのは、私は感じてません。 

 ですから、そのために私は専門的知識のある協力隊による水産

業の環境づくりを推進する、これが大事じゃないかと思いますけ

れども、町長、こういうふうな形でこの地域おこし協力隊を活用

するというふうな考えはありませんか。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 地域おこし協力隊の活動として、水産業の環境づくりとして考

えられる内容としましては、水産物のＰＲによる新たな販路開

拓、漁労体験等の受け入れ体制の構築、実施のほか、他自治体の

導入事例や漁協等関係機関との協議により、幅広い取り組みがで

きるものと考えております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長 

 

 ６番。 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 地域おこし協力隊３人の受け入れを計画しておりますので、私

は町長にぜひこの部分については、この４点目にあります、その

協力隊の計画内容と募集、これから直ちに計画して当たるべきだ

と思います。 

 最後になりますけれども、町長の実際に受け入れて、３人のう

ち１人はこういう専門的な分野で受け入れて対応しますよとい

うふうな考えがあるかどうか、お聞かせいただきたいと思いま

す。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 
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答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 よくこの点も広く深く議論を重ねながら、担当課としても真剣

にそれらも含めて、専門性も含めて対処していきたいというふう

に思っておりますので、いずれにいたしましても、この協力隊の

取り組みについては、将来的には町の発展に大きくかかわる部分

もあろうかと思いますので、そういった意味ではやはり広く議員

さんの方々とも知恵を絞りながら、担当課も知恵を絞りながら、

そして前向きな方向で募集も含めて、それらに対処していきたい

というふうに考えております。 

 

 馬場議長 

 

 ６番。 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 この地域おこし協力隊については、経費が隊員１人当たり４０

０万円を上限にして、今度新たに交付税措置がなされるというふ

うなことで私は確認しております。こういう制度を活用すること

によって、町の財源を全て投入しなくても、いろいろな意味で町

の活性化が図られるわけですから、やはりそういう意味では行政

サイドがもっともっとこういういい条件のものを掘り起こして、

町として取り組みをしようという機運がなければ、おいらせのま

ち・ひと・しごと創生総合戦略も絵に描いた餅に終わるんじゃな

いですか。 

 私はここのところを、これを実施するためには、こういうふう

ないろいろな制度が生まれていますよということを、ぜひ勉強し

ていただきたい。そして、この戦略も成果を上げるように頑張っ

てほしいと思います。 

 以上で私の質問を終わります。 

 

 馬場議長  これで６番、平野敏彦議員の一般質問を終わります。 

 ここで暫時休憩します。２時４０分まで休憩します。 

  （休憩 午後 ２時２８分） 

 馬場議長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  （再開 午後 ２時４０分） 

 馬場議長  ここで本日の会議時間の延長を宣言します。 

 なお、先ほどの６番、平野敏彦議員の質問の中で、答弁の訂正

がある旨、学務課長から申し出がありましたので、これを許しま

す。 
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 学務課長。 

 

 学務課長 

（泉山裕一君） 

 先ほど３席、６番、平野敏彦議員の質問の中で、答弁した中で

間違った答弁をいたしましたので、訂正させていただきます。 

 高校生が奨学金を借り、大学生でも続けて奨学金を借りた場

合、大学生から償還が始まると答えましたが、実際は大学生の間

は猶予され、大学卒業後から償還が始まるということになりま

す。おわびして訂正させていただきます。 

 

 馬場議長 

 

 引き続き一般質問を行います。 

 ４席、１５番、沼端 務議員の一般質問を許します。１５番。 

 

質疑 １５番 

（沼端 務君） 

 １５番、沼端です。議長のお許しを得て、通告どおり一問一答

方式で一般質問をしたいと思います。誠意あるご答弁、よろしく

お願いいたします。早速質問のほうに入りたいと思います。 

 まず、大きい１番、いきいき健活ポイント事業についてであり

ます。 

 （１）として、平成２７年６月２５日よりスタートいたしまし

たいきいき健活ポイント事業、健康長寿のまちづくりの中の中核

となるもので、画期的な取り組みであると大いに評価します。し

かしながら、健康長寿という成果は長く地道な取り組みがあって

こそ生まれるものと、長い時間かけて成果というものが生まれる

ものと考えています。 

 手探りでありますが、事業初年度で最終結果がまだ出ていない

とは思っておりますが、現時点での実施状況についてどうであっ

たかお伺いいたします。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 ４席、１５番、沼端 務議員のご質問にお答えをいたします。 

 いきいき健活ポイント事業は、健康づくり関連事業等に参加し

た者に対してポイントを付与し、付与されたポイントを商品券ま

たは景品等と交換できるものであります。 

 これによって、町民の健康づくり事業への積極的参加及び健康

に対する意識の向上を図り、健康づくり活動を促進させ、健康長
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寿への取り組みにつなげることを目的としております。 

 今年度の実施期間は、事業への参加及びポイント交換について

は、昨年の６月２５日からことしの２月２９日までとなっており

ました。また、抽選会への応募は３月３１日が締め切りとなって

おります。 

 ポイント交換者数は２月１９日現在１０７名で、男女比は男性

３に対し女性は７となっており、およそ７割は高齢者という状況

になっております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  １５番。 

 

質疑 １５番 

（沼端 務君） 

 今、健活ポイントの期間、それとポイントを取りかえた方々、

また先月、担当課のほうへ行ってアンケートの調査とかももらっ

てきたんですけれども、まず今年度実施した計画の中で、この１

０７名のポイントを取りかえたという数は、担当課のほうから見

てこれは大いにこれで満足するものか、それとももう少しという

か、その意見を少し聞かせてください。 

 

 馬場議長  環境保健課長。 

 

答弁 環境保健課長 

（松林由範君） 

 お答えをいたします。 

 今年度の健活ポイントの商品券の引きかえ件数、答弁書作成時

点は２月１９日で１０７名になっておりましたが、２月２９日末

現在締め切ったものの数字が手元にありますので、ご報告いたし

ます。 

 総数が１２５名になっております。最後ちょっと駆け込みで少

し多くなったかなというふうに思います。これが当初計画と比し

てどうかということになりますが、私どもも１年目ということ

で、はっきり申し上げて、どの程度の人が交換してくれるのか全

然つかみかねている状況で、予算的には５００名を一応準備はし

ておりました。ただ、実際交換したのは１２５名ということです

ので、初年度として１００名を超える方々が最終的に２０ポイン

トを達成して、参加していただいたということは、２０ポイント

には到達はしないけれども、参加もしていただいた方ももっとい
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るわけでございますので、まあ満足というわけではございません

が、初年度の成果としてはこれで一つの次年度への判断材料とな

るだけの参加者はあったのかなというふうに感じております。 

 以上です。 

 

 馬場議長  １５番。 

 

質疑 １５番 

（沼端 務君） 

 詳しい数字が今出て、駆け込みもあったのかなと。 

 では、もう１点です。ここでも少し、その健活ポイントの発行

した部数というのの全体もわかりますよね。それで、２０ポイン

トに取りかえられなかった方々というのは、抽選のほうに回ると

いう意味であるのかなと思っていましたので、そこのポイントま

で全部ためられなかった、発行の人数を確認します。 

 

 馬場議長  環境保健課長。 

 

答弁 環境保健課長 

（松林由範君） 

 部数そのものは、２万部を印刷いたしました。そのうち５月の

広報のときに１回まず折り込みをしたと。大体９，０００部くら

いになります。そのほかにも各公共施設あるいは病院等々にも何

部ずつか配布いたしました。そして、今私どもの手元に残ってい

るのが２，０００部程度ということになりますので、大ざっぱに

言って、１万８，０００ぐらいはチラシとして出ているのかなと。

ただ、その方々が全てこれに参加していただいたかどうかは残念

ながら、なかなかそこを確認するすべがないという状況でござい

ます。 

 以上です。 

 

 馬場議長  １５番。 

 

質疑 １５番 

（沼端 務君） 

 考え方が私もちょっとあれだった。普通の一般的販売での要す

るにサービス的なポイントとは、また若干違うのかなという部分

で今認識しました。まあ、ここのところはいいです。 

 では、２番のほうに入ります。 

 （２）です。健康長寿青森県一を目指すために、庁舎横断的な

プロジェクトチームを編成して、いきいき健活ポイント事業の推
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進体制の拡充を図ってはということをお伺いいたします。 

 健康長寿を目指すために必要なものは、まず一つ目に、各種健

診の受診、二つ目に軽スポーツ等への参加、三つ目にボランティ

ア活動への社会参加等で、これらのきっかけづくりと受け皿の体

制整備が必要であると思います。また、健康長寿の成果を得るた

めには、相当長い時間が必要であり、またポイント対象事業は各

課にまたがっていると思います。 

 庁内に横断的なプロジェクトチームを編成し、毎年事業の内容

の点検、改善を図り、健康長寿青森県一を目指されてはどうかと

いうことをお伺いいたします。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 健康長寿青森県一を含めた私の選挙公約につきましては、政策

実現に向けた推進体制を整えるため、一昨年の７月に政策・施策

推進に向けた６つのプロジェクトチームを立ち上げ、実現に向け

た取り組みを進めているところであります。 

 いきいき健活ポイント事業については、このうちの社会参加促

進プロジェクトチームの中で議論を進め、担当課である環境保健

課健康長寿推進室と協議しながら進めてまいりました。 

 また、健活ポイント事業開始後は、副町長と関係課長から構成

する健活ポイント対象事業選定委員会を組織し、プロジェクトチ

ームの議論とあわせて関係課の連携を図りながら事業を推進し

ております。 

 議員ご指摘の庁内横断的な体制は極めて重要なことと認識し

ておりますので、今後さらに連携を深め、取り組みを強化してま

いりたいと考えております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  １５番。 

 

質疑 １５番 

（沼端 務君） 

 私もパンフレットを見ましたが、健康診断のほかにいろいろな

ポイントを加算するという部分では３つ、４つの課の担当による

軽スポーツとか、ボランティアとか、いろいろな部分での対象事
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業があるなと思いまして、それをいろいろな部分で本当に皆さん

にきっかけづくりをつくるには、わかった部署が、対策室がやっ

ているというのはわかるんですけれども、各課との連携をもっと

強くしたほうがもっとよりよいものになるのではないかという

ことで、今やっていました。今後も考えてもらえればなという部

分でお話ししておきます。 

 では、（３）です。２０ポイント以下の抽選会への応募を基本

健診だけでできないか。基本健診だけで２０ポイントできるよう

な考え方ですね。それと、ポイント交換を１人年１回ではなく２

回という部分での話をしたいと思います。 

 健活ポイント事業の最大の目標は、先ほどから言っています

が、きっかけづくりから健康づくりに向けた総合的な生活習慣病

の予防で、その中に特に健康診断の受診率の向上を図ることにあ

ると思いますが、少しでも魅力あるものに改善し、年間を通じ健

康予防、体力の向上に取り組み、健康維持から医療費の抑制につ

ながり、さらに健康長寿が延びれば事業費が多少多くかかって

も、事業の効果が得られるものと思いますが、どうでしょうか。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 抽選会への参加については、２０ポイントを達成できない方に

対する健活事業への参加意欲を高めるために、１０ポイント以上

の方が応募できるようにしていたところでありますが、事業の実

施状況を踏まえて内部で協議したところ、できるだけ多くの方に

参加していただき、関心を持っていただくことが必要だというこ

とで、基本健診を受診し、「私の健活宣言」をしていただければ

応募できるよう変更し、広報おいらせ２月号、３月号でお知らせ

をしたところであります。 

 また、ポイント交換を年１回ではなく２回以上にとのご要望で

ございますが、達成された方へのポイント交換の回数をふやすこ

とは、健康づくり活動への参加者をふやすために有効な手法の一

つではないかと考えておりますが、しかし自分の健康は自分でつ

くるという自主的な姿勢もまた必要とされているところであり

ます。 
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 そこで、健康づくりへの動機づけ手段と、本来の目的である自

発的な行動とのバランスをとることが大切であるという認識の

もと、今後事業を継続する中で参加者数の状況を見きわめなが

ら、どのあたりが適切なのか判断してまいりたいと考えておりま

す。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  １５番。 

 

質疑 １５番 

（沼端 務君） 

 やはりこの事業を取り組むことによって、健康診断の受診率が

まず上がっていくかどうかという確認をしたいと思います。 

 

 馬場議長  環境保健課長。 

 

答弁 環境保健課長 

（松林由範君） 

 お答えをいたします。 

 受診率が上がっているかどうかということについての確定的

な数字はまだこれから先の話ですので、具体的な数字はございま

せんが、１２月の際に、たしか 山議員でしたでしょうか、健診

受診率はどうなっているかというご質問があって、そのときは前

年よりは百五、六十人ベースで応募者数そのものはふえています

と。率にすると数％程度だと思いますけれども、そういうふうな

状況の数字、残念ながら今の時点ではそのぐらいしか把握できま

せんので、ご了承ください。 

 

 馬場議長  １５番。 

 

質疑 １５番 

（沼端 務君） 

 山議員が１２月にやった質疑、私も聞いていました。それと

また一緒に、 山委員長のもと長野県松川村のほうに健康長寿の

部分で研修、委員の調査活動もさせてもらいました。ほとんど私、

そこの村で、松川村と当町と比べたとき、やはり基本的健康診断

んの受診率の差がまず本当に大きかったなというのが印象的で

す。 

 ですから、ある意味、できれば健康診断を、基本健診を、パン

フレットには男性の方はポイント２倍とかとなっている部分も

あるんですけれども、ある意味そういう見方ができるのであれ
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ば、健康診断のほうもポイントを上げ、その参加率を、実施する

ほうを重要視して、健活のポイントの事業をもっと利用率を高め

たほうがいいのかなと思っていました。 

 それと、ある町民の方にも言われたんですけれども、いまいち

わかりにくいという声も聞いたときもあります。いろいろな部分

で、そのパンフレットだけでなく、入り口は手軽に入っても、そ

の後がちょっとわかりにくいのかなと。その文章とかいろいろな

事業の中のやっている中でも、わかっていないというか、参加し

にくいところもあるのかなというか、知っていなければやはり参

加できないじゃないですか。その部分で破棄になる１０ポイント

もためられない方々は、そういう方が多いのかなと思っていまし

た。 

 そういう部分を今後理解して、各対策室の方々、また関係課の

職員の方々がそういう問題点とか、いろいろな部分を共通して今

後この事業については、ますます一層の努力を求めたいと思いま

す。 

 次に、大きい２番の質問に入らせていただきます。 

 おいらせ町地域の元気再生定住促進事業についてです。 

 （１）です。平成２６年４月１日からスタートして、２年が経

過しています。町内別でまず新築住宅と中古住宅別世帯人員、子

供の加算の実施状況はどうなっているか、お伺いいたします。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 地域の元気再生定住促進事業の実施状況についてであります

が、平成２６年度の実績は４件となっており、その内訳は下田小

学校区１件、甲洋小学校区３件であります。 

 また、平成２７年度については、２月末現在の申請件数は５件

となっており、その内訳は下田小学校区２件、甲洋小学校区３件

であります。 

 あとの詳しいところは担当課のほうから答弁させます。 

 

 馬場議長  企画財政課長。 
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答弁 企画財政課長 

（小向道彦君） 

 お答えいたします。 

 まず、２６年度４件及び２７年度５件は全て新築であります。

あと、子育て加算のほうですけれども、平成２６年は８名、平成

２７年度は１０名になっております。 

 以上であります。失礼しました。６名です。２７年度は子供加

算が６名分であります。 

 以上です。 

 

 馬場議長 

 

 １５番。 

質疑 １５番 

（沼端 務君） 

 再質問をしたいと思います。 

 この事業も、定住人口減・少子化対策の、たしか前町長、成田

町長のときから立案しながら、今三村正太郎町長が実行立案しな

がらやっています。その中で、当然年齢制限あり、指定地域、下

田学区、甲洋学区という中での事業の中身になっています。 

 そこで、（２）として、昨年まち・ひと・しごと創生の戦略が

１０月に設定した中で、少し私も見たもんですから、（２）の質

問として、人口減少は今後ますます加速していくと思います。そ

の中で市町村間の競争も加熱していくものと思いますし、そうし

た中で移住と定住をさらに促進するために、全町を対象とした３

世代同居と、近居、近くに住む人を対象に、この事業内容を拡充

できないか、お伺いいたします。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 ３世代同居と近居の実現を地域の元気再生定住促進事業へ拡

充できないかとのご質問でありますが、国においては、少子高齢

化対策として、３世代同居・近居を推進する方針を打ち出し、現

在、３世代同居に対する住居建設費の補助やリフォームへの優遇

策、税制面では所得税や相続税の優遇など、３世代同居・近居を

促進するための施策検討を加速させております。 

 町としても、一つの案として、地域の元気再生定住促進事業の

拡充として、３世代同居・近居について検討してまいりたいと考

えております。 
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 馬場議長  １５番。 

 

質疑 １５番 

（沼端 務君） 

 拡充していきたいという町長の答弁でした。国の施策もいろい

ろあろうかとは思います。がしかし、こういう少子化対策もこう

やったから、すぐ結果が生まれるものだとは思っておりません。

やはりこれも長期にわたっての経緯が、何十年後にその成果がお

いらせ町に出てくるものと思っております。 

 が、この政策、時限立法５年という部分ではありますが、ある

意味、各町村、自治体間の競争に負けないように、当町でもうま

く皆さんに利用していただいて、住みよいおいらせ町のためには

アピール部分ではいい事業かなと思ってましたので、ぜひともで

きるところはきょうの議会でよく言葉に出ている、スピーディー

にという言葉が出ているように、直せるところは直し、やってほ

しいものだと思っております。 

 次に、大きい３番の質問に入りたいと思います。 

 明神川河川改修事業についてであります。 

 明神川の河川改修は、合併前の旧百石時代からの国、県への事

業要望等に取り組み、約半世紀近くになります。現在、念願であ

った明神川の河川改修は、土地所有者や関係者の協力により着々

と整備が進んでいますが、河川改修事業の進捗状況はということ

でお伺いいたします。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 明神川の河川改修事業は、河川の氾濫による災害を未然に防

ぎ、生命、財産を守ることを目的に、総合流域防災事業として県

が事業主体となり、上北地域県民局において事業が進められ、事

業の計画延長は３，６７０メートル、全体の事業費は３２億８，

７００万円となっております。 

 現在、全体計画のうち、県道八戸・百石線にかかる明神橋から

上流の１，８５０メートルの区間を、平成１８年度から平成３１

年度までの計画期間で整備を進めております。 

 平成２７年度までに、沼端２号橋、３号橋の二つの橋のかけか
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えが完成したほか、堤防の築堤が約１，１００メートル完成し、

今年度末までの事業費は約１５億円となっており、事業の進捗率

は約４７％となっております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  １５番。 

 

質疑 １５番 

（沼端 務君） 

 １５億円の事業費が今までかかっている分で、今事業の進捗率

４７％、私も地元ですので大体状況的にはわかります。まず、そ

の事務的な部分で若干確認したいと思います。この総延長３，６

００という部分で、担当課のほうから確認したいと思います。下

流から上流、どの地点までかちょっと詳しく教えてください。 

 

 馬場議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（澤口 誠君） 

 ご質問にお答えいたします。 

 ３，６７０メートル、こちらのほうは下流側につきましては県

道八戸・百石線にかかる明神橋というふうに考えていただきたい

と思います。上流部分につきましては、わかりやすいように言い

ますと、ジャスコ道路、あちらの付近までの延長が約３，６７０

メートルとなっております。 

 以上で説明を終わります。 

 

 馬場議長  １５番。 

 

質疑 １５番 

（沼端 務君） 

 ありがとうございます。わかりました。 

 （２）の質問にいきます。県道百石・下田線と日ヶ久保間の沼

端１号橋のかけかえと取り付け道路整備の見通しはということ

で、土地所有者の協力と関係機関のご努力のもと、河川の用地取

得が終了したと聞いていました。まずよかったなと思っていま

す。その中で、橋のかけかえと取り付け道路の整備の時期の見通

しはということをお伺いいたします。 

 

 馬場議長  町長。 
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答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 県道百石・下田線と日ヶ久保の町道下前田２号線を結ぶ町道堀

切川・日ヶ久保線にかかる沼端１号橋については、今年度整備の

見通しが立ったため、現在設計を進めており、平成２９年度以降

工事に着手し、３カ年程度の期間で完成する予定であると聞いて

おります。 

 また、町道堀切川・日ヶ久保線の橋梁の前後の取り付け区間は、

橋の完成に合わせて整備を進めてまいりたいと考えております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  １５番。 

 

質疑 １５番 

（沼端 務君） 

 ことし２８年度に実施設計、そしてそれ以降２９年度からとい

うことでの整備ということですが、まずその中で、橋の高さは従

来の今の２号、３号のような高さになるのかなというのと、あと

今ある既存の道路が生きるもの、その状態での整備なのか、それ

とももう少し道路幅を拡充するのかという部分の確認をしたい

と思います。 

 

 馬場議長 

 

 地域整備課長。 

答弁 地域整備課長 

（澤口 誠君） 

 ご質問にお答えいたします。 

 橋の高さにつきましては、現在かけかえが終わっております沼

端２号橋、３号橋と同様に、１メートル５０程度は高くなるとい

うふうに聞いております。 

 あと橋の幅につきましては、現在現況の橋が３メートル５０の

幅員ですが、５メートル５０にするという予定で整備のほう進め

ていただいております。 

 以上で説明を終わります。（「道路の幅は」の声あり） 

 道路の幅につきましても、同じく５メートル５０で整備したい

と考えておりますが、全体的に県道百石・下田線のほうまで拡幅

するとなりますと、家とか補償物件等もありますので、ある一定

の取り付け区間だけ５メートル５０で先行して拡幅したいとい

うふうに考えております。 
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 馬場議長 

 

 １５番。 

質疑 １５番 

（沼端 務君） 

 今のあれだと、高さは今の２号、３号の高さぐらい、幅も多分

３号のような、５．５メートルということは３号橋の規格と同じ

かなと思っていました。 

 それと、気になるのが今の道路のやつです。全部いかないとい

うか、一部多分利用してつくり方が、あそこにたしか１軒家があ

るし、そうするとイメージがちょっと湧かないんですけれども、

後でそこら辺は幅とかあるから多分、あの道路を半分、単純に幅

を広くしていくのかなと思ったらちょっと違うみたいな答弁だ

ったなと思っていましたので。 

 それと、従来５年前の東日本の震災では、そこにある町道１号

橋のところにある住宅の方、そこに農地がありまして、イチゴハ

ウスの方です。それでその方は、そこの明神川の氾濫でイチゴの

栽培するハウスが全滅したということを覚えています。そこはち

ょうど今の明神川の未開発の部分で、その当時結構やはり災害に

よる、津波による被害が、崩れがあったりして、今まで培って栽

培してきた農地のあれが大分崩れたのかなという思いです。 

 いつ来てもおかしくない災害でありますから、早期に明神川の

防波堤というか、そういう部分の未開発の部分、それと全体に流

れる下流側、一番ちょうど下流側だと思っていました。ちょうど

今の１号橋のところ辺は、明神川の下流側です。この下流側が、

最後の最後まで整備されていないという部分では、ちょっと安心

できない、住んでいても、そこにいる地域の方々、住んでいる方々

というのは、今は津波だけでないです。ゲリラ豪雨とか、そうい

う気象的悪天候にも大分悩まされることになろうかと思います

ので、いち早い整備をしてもらいたいと思います。要望して、県

に伝えて進めてくれということです。お願いします。 

 それともう一つ、最後に上流側のほうも少し、さっき３，６０

０のほうは上流側、ジャスコ道路のほうまでという話はあるんで

すけれども、あの地域も大分明神川の住宅あったりするところも

あるんですけれども、ちょうど川口建設さんから上流側、石田病

院までの間ですか、あそこら辺の明神川の下流が一番壊れている

のかなと思っていました。アメニティロードからあの上流側で

す。ちょうど藤ケ森電気さんがある、あそこの石田病院の橋のと
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ころ辺までの明神川の防波堤そのものも崩れているのかなと思

っていましたので、そこら辺も、あそこの地権者の方々にもやっ

ぱり最近は農家、栽培するにしても農機具も大型化しているし、

近寄れない部分もあるのかなと思ってましたので、県にいち早い

整備を促してもらいたいと思います。 

 そっちの上流側の計画があるのであれば、ちょっとお聞かせく

ださい。 

 

 馬場議長 

 

 地域整備課長。 

答弁 地域整備課長 

（澤口 誠君） 

 ご質問にお答えいたします。 

 現在の事業採択延長１，８５０メートルにつきましては、先ほ

どご説明しました県道明神橋のほうから下流になりますが、それ

から沼端１号橋付近ということで、先ほど来言っております百石

小通学路線、町道ですね、こちらのほう付近までになっておりま

す。今後、議員がおっしゃるような形で、石田病院付近、下流側

の改良区さんのほうの落差工等がある部分ですね、そちらまでに

はやはり今後洪水等があると災害が起こりやすい地区になりま

すので、町長を含めて県のほうに要望活動を続けながら、最低そ

こまではやりたいというふうに考えております。 

 あと先ほどの沼端１号橋の部分で若干補足しますが、日ヶ久保

のほうの下前田２号線、こちら北側ということで、こちらまでは

取り付け道路ということで整備はしたいというふうに考えてお

ります。もう一つ、南側ですけれども、南側につきましては田ん

ぼのあるところ、そちらのもとの道路にぶつけるまで、そちらの

ほうを取り付け区間といたしまして、橋の完成にあわせて整備の

ほうを進めてまいりたいと思っております。 

 それから、南側の県道百石・下田線につきましては、今後事業

の推移等、町の状況を見ながら、今後整備することになるという

ことでご理解いただければと思っております。 

 以上で説明を終わります。 

 

 馬場議長 

 

 １５番。 

 １５番  わかりました。ありがとうございます。 
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（沼端 務君）  まずいろいろな部分では町長を初め、各担当の課長さん方、お

いらせ町発展というか、住みよいまちづくりのため、安心して住

めるまちづくりのために貢献しながら、私も日々協力したいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、まずもって最後に、いろいろな部分ではこういうソ

フトの事業、ハードの整備の部分でありますが、おいらせ町にと

ってはこういう一つ一つの積み重ねが町発展の礎になっていく

と思います。長い将来においてでも、特にいい例が、今の例えば

単純に明神川の整備にしても、そういうことがうまく進んだから

おいらせショッピングセンターがそこにほれて、土地利用の見直

しもうまくかけられてというのが、一つのきっかけにもなってい

るのかなと私は思っております。 

 今後、きょう前の３人の方々の一般質問もいろいろあった中で

の、やはり町発展のための、よくするための意見だと思っていま

す。その部分ではいろいろな角度から将来のために頑張ってくれ

るようお願い申し上げ、一般質問を終わりたいと思います。 

 よろしくお願いします。以上です。 

 

 馬場議長  これで１５番、沼端 務議員の一般質問を終わります。 

 ここで、暫時休憩します。３時３０分まで休憩します。 

  （休憩 午後 ３時２１分） 

 馬場議長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  （再開 午後 ３時３０分） 

 馬場議長  引き続き一般質問を行います。 

 ５席、１番、澤上 勝議員の一般質問を許します。１番。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 議長のお許しをいただいて、５席、１番、澤上 勝、一問一答

方式で一般質問をいたします。 

 さて、あと４日たつと、３・１１から５年という日を迎えます

が、我が町は復興に全力を尽くし、１２月に避難タワーが完成し、

復興事業はようやく一つの節目を迎えましたが、残念ながら３月

６日の新聞の世論調査によると、復興は進まず、なお７割超えで

国の施策に厳しい視線を注いでいる状況であり、国の政治のあり

方等について疑問を感じる一人であります。 

 また、先日３月１日、めでたくおいらせ町誕生１０周年を迎え
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ましたことは、町民皆さんで喜ぶところであります。私から言う

までもなく、今後の諸課題も多く、町民の代表として諸課題にこ

の議場の場で一般質問など日々町の振興発展のために、議員活動

をしてまいりますものですから、町長さんを初め課長さん方々の

真摯なる答弁をお願いいたします。 

 まず、最初に通告どおり１つとしては、町の地場産業育成につ

いてということでございまして、１次産業から６次産業まで上げ

ております。やはり地域の元気は地域の地場産業の育成に係るも

のと思うし、高齢化社会の中で人口減少を防ぐにはやはり地場産

業の元気さを必要と思っております。 

 その一つとして、第１次産業育成についてということで、一つ

としては、基幹産業である農業の稲作農業でありますが、１俵の

手取りが１万円を割り込み、農業を継続できない生産者は急増す

る。また、お米のランキングで最も栄えある特１に認定された青

天の霹靂は、残念ながら県南地方では作付させないということで

あり、厳しさはますます厳しくなる中、町では県等と連携してど

のように今後稲作農家を育成するか、伺います。 

 また、畑作農業でありますが、長芋、大根、ニンジン、白菜、

キャベツ、一部にはニンニク等を作付しております。年々規模を

拡大している畑作農家も多く、それに比例して売り上げも１億円

近く、また超える農家も数多くなっている現状であり、将来的に

健全経営と後継者が希望を持てる農業にするためにも、農業法人

への組織化の指導の状況をお知らせください。 

 全国を見ると、昭和４５年で２，７４０社、平成２１年で有限

会社６，８７６社、農事法人で２，８５５社、株式会社で１，２

００社、合名合資合同会社で１３１社と、計１万１，０６４社と

４倍に組織化がふえている現状であり、今後は当町も将来に希望

を持てる農業経営と、ＴＰＰ、先般１１月１８日に青森の国際ホ

テルで開催された国のＴＰＰ説明会を受講しましたけれども、こ

れが成立すると日本の農業に１兆円から６兆円のマイナスにな

るという説明がございました。そういうものに向けて対応するた

めにも、どのように育成するか伺うものであります。 

 また、組織化指導に向け、農協、商工会等の経営指導を受けな

がら、組織化に向けて指導育成してもらう経営、税務、経理、金

融、労働が一体指導できる、特に商工会には経営指導員等の専門
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指導できる職員が常勤しておりますから、それら等を利用するこ

とも可能かなと思っておりますけれども、全般的に町長から答弁

をお願いいたします。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 ただいまの質問は、通告より多分に多く項目が出ておりますの

で、私から答弁できるところはして、担当課長のほうからもして、

そして足りないところはまた質問していただきたいと思います。

まずは、５席、１番、澤上 勝議員のご質問にお答えをしたいと

思います。 

 当町の第１次産業は、水稲と野菜栽培を主とする農業、乳牛・

肉用牛・養豚・養鶏の畜産業、定置網漁や刺し網漁を主とする漁

業があり、それぞれに高齢化や後継者不足などの課題を抱えてお

ります。 

 町としては、その課題解決として、後継者、担い手の育成・確

保が必要と考え、町総合計画の施策に位置づけ、農業・漁業にお

ける新規就業者に対する給付・補助事業、生産コストを低減する

機械購入等の補助事業を実施するとともに、農地中間管理機構を

活用した農地集積を進めるなどの取り組みを行っているところ

であります。 

 私からは答弁をここら辺で終わらせていただきます。 

 

 馬場議長  １番。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 再質問ではありませんけれども、先ほど漁業の現状のことでも

若干触れたかったので、もう一度お話をしたいと思います。 

 今、ブランド協会ではアグリの里を利用して、ホッキのフルコ

ースを食べるツアーを企画して、１月から２月に多分５回ほど実

施して、盛況に終わったと聞いております。たまたま昨日昼にア

グリの里に買い物に寄ったら、三八五バスが募集したホッキのフ

ルコースを食べるツアーさんが約３０名ほど来ておりまして、拝

見させていただきました。役場の商工観光課の澤口君、佐藤君、

蝦名さんと、ブランド部会の方数名で対応、またホッキの料理の

指導と、料理は漁協の女性部の方４名で対応しており、澤口さん
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のホッキの収穫までの説明がわかりやすく、また皆さんの応対も

おもてなしの心で、ホッキのフルコースもおいしいと、ツアー参

加者全員が満足したとの生の声でありました。 

 毎年実施されれば、１回は参加するとの声でありますので、今

後とも観光会社とおいらせ町の観光とグルメの連携したツアー

を通年で企画するのも一つかなと思っておりますので、提案して

おきますし、先般の青森でやりました２月２４日のおいらせ町産

直パーティーも２２０名ほど参加、私も行ってきましたけれど

も、盛況の中に終わっておりますので、これからどんどん地元の

地場産品を発信していただければということで、提案を申し上げ

ておきます。 

 続きまして、第２次産業でありますけれども、これは製造業者

等の育成ということになります。多分製造業者等の実態と育成状

況についてということでお話を聞くわけですけれども、北部地区

に下水道が整備されていないので、進出開業のネックになってい

るのではないかと私は思っているんですけれども、その辺町長さ

ん、どう考えていますか。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 まずは通告のことと、それから最後、下水道の話が出ましたの

で、下水道のことでやります。 

 まずは通告の２次産業についてお答えいたします。 

 第２次産業は、１次産業で生産した原材料を加工して付加価値

の高い商品をつくり出す製造業や、建設業、工業があり、ものづ

くりニッポンを世界に情報発信している産業であります。 

 当町には誘致企業はもちろんのこと、個人事業主を含め優れた

技術を持った事業者が数多く事業展開しているものの、後継者不

足や人材の確保及び販路の拡大等が課題となっております。 

 町としては、国・県や関係機関と連携して各種研修やセミナー、

相談会等の開催情報の提供や、融資制度の紹介、さらには雇用奨

励金や空き店舗補助金等の活用と各種助成制度の充実により、事

業の継続・発展を支援してまいりたいと考えております。 

 そして、先ほどの下水道の……（「後でいいです」の声あり）

いいですか。では、今ので通告に対する答弁とさせていただきま
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す。 

 

 馬場議長  １番。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 今後ともできれば大きな誘致企業が来るように、町長初め課長

さん方で努力をしていただきたいし、後にもまた下水道に触れま

すけれども、そういう環境整備をしないと多分製造業等の特に誘

致企業は来ないと思いますので、よろしく働く場所をつくってい

ただければということで、これはお話をしておきます。 

 続きましては、第３次産業の育成ということで、商工業者等で

ありますから、私も自慢するわけではないですけれども、４０年

と６カ月、この現場で働いてきておりますので、その思いの中で

お話をさせていただきますので、よろしくお願いをいたします。 

 特に、商工業者育成は、商工会法で昭和２５年に零細企業の経

営改善指導ということで、商工会が各町村に設置され、その中で

町等も補助金を出し指導をしているのが現状かと、私は認知して

おります。 

 今、このおいらせ町の商工会も、スローガンとしては零細企業

のために「商工会は行きます、聞きます、提案します」とありま

すけれども、これが徹底されているのか疑問な部分がございます

ので、これからも役場の担当課のほうで指導するようにお願いを

しておきます。 

 続いて、２年前から百石地区商店街の活性化ということで、軽

トラ市ということで、少ない予算で、にぎわいと消費者と業者の

コミュニケーションをとる場として、大きいことをやっておりま

す。これも毎回私も足を運んでおりますが、盛況な中で終わって

いる状況でありますが、一部の消費者並びに出店者によります

と、多分通常５月の中ごろからやるのですが、それをできれば４

月早々に始めることができないのかという声が届いております

ので、今後とも商工会等と協議し、検討して早めに開催していた

だければと思います。 

 八戸の館鼻の朝市は、もう今週の３月１３日からやるそうでご

ざいますので、それに勝つようにとも言われませんけれども、並

んで並行してできるようにしていただければということで、提案

しておきます。 
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 それから、「まける日」ですね、これも百石地区商店街のほう

でやっておりますけれども、私も現場のほうを３日間見ておりま

すけれども、旧態依然というか、商店街の平均的ににぎわいを持

てないで、一部のところですから、もとの空き店舗の場所でそこ

だけがにぎわっているという感じでありますので、もう少し工夫

をして、多分今は七戸でも三戸でも五戸でもやっています。やは

りそれなりのにぎわいをつくっているのが現状でありますから、

そういう努力をしていただきたいし、それから、旧下田町のほう

での一つの活性化事業が私はないような気がするし、これは検討

した中でなかったのか。その辺も商工会のほうと担当課のほうで

ご指導していただければということです。 

 それから、町の入札の指名は、地元優先に配慮していただきた

い。これは町長さんはもちろん当然だと思うんですけれども、入

札の参加資格、指名願を出している業者ですけれども、私から言

うまでもなく、おいらせ町の土木はＡランク１０人、Ｂランク８

社、建設はＡランク４社、Ｂランク８社ということで、多分に業

者がございますので、地元を指名してやはり最終的には入札です

から、競争入札した中で地元の方が落札できるようにということ

で、そういうこともよろしくお願いしたいと思います。 

 それから、国では平成２６年１２月に閣議決定したまち・ひ

と・しごと創生総合戦略においても、地域産業の競争力強化のた

め、主な施策として、創業に当たる新たなビジネスの創業や第二

創業の支援、個人の企業への出資などを内容とする、包括的創業

支援を掲げており、各地域における積極的な取り組みが期待され

ている。全国の開廃業率は、開業割る廃業で青森県は３．７％で、

全国４７都道府県中３９位であり、開業が少ない現状であります

けれども、町の創業の補助金については現在空き店舗で１００万

円という制度を創設しております。これが今どのくらい現状で使

われたのか。それから、今後の見通し等についてご答弁をお願い

いたします。 

 以上です。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長  お断りしておきますが、通告のあった部分を答弁をさせていた
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（三村正太郎君） だきますので、ご理解をいただきたいと思います。 

 お答えいたします。 

 第３次産業は、１次産業及び２次産業以外の小売業やサービス

業等で、商品やサービスを分配することをなりわいとするもので

あります。 

 当町には、最近、大型小売店舗等の出店が続いており、町民の

経済活動への利便性は向上しているものの、百石地区本町商店街

を初め、各地域の小規模小売店が諸事情により閉店を余儀なくさ

れ、空き店舗が増加していることも事実であります。 

 町としても商店街活性化のために軽トラ市やまちなかサロン

等の事業を展開し、集客に努めているところであります。 

 また、２次産業の質問でも答弁いたしましたが、各種研修やセ

ミナー、相談会等の開催情報の提供や融資制度の紹介、さらには

雇用奨励金や空き店舗補助金等の活用と、各種助成制度の充実に

より、事業の継続や新規創業を支援してまいりたいと考えており

ます。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  １番。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 今、答弁した中で、空き店舗創業というのがありますけれども、

ただいま１００万円だと記憶しておりますけれども、今後これを

来年度あたり創業するためには、それなりの資金力がないと創業

できないので、２００万円ぐらいに上げる予定はないのかという

ことで、質問いたします。 

 

 馬場議長  商工観光課長。 

 

答弁 商工観光課長 

（澤田常男君） 

 ただいまのご質問にお答えいたします。 

 最初に、まず現在の２７年度の空き店舗の状況、実施状況でご

ざいますが、現在４件ほど執行しております。トータルで３００

万ちょっとですけれども、件数的には今年度の予定としては５件

でしたので、８０％、件数的にはそれぐらいです。 

 それから、交付実績でいきますと、３３０万９，０００円の実

施でございまして、５００万円の予算に対して６６％程度という
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ことでの実施達成率でございます。 

 来年度につきましては、当初予算のほうに計上をまたお願いし

ておりますが、まだ今年度スタートしたばかりですので、とりあ

えず１００万円で来年度は継続していきたいというふうに考え

ております。 

 以上でございます。 

 

 馬場議長  １番。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 続きまして、（４）の第６次産業化の育成について、町長のほ

うから答弁をお願いします。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 当町では、農林漁業者等が、加工・流通及び販売を行い、経営

の多角化を進める６次産業化に取り組み、地域資源を生かした商

品等について、町のブランド品として認定し、おいらせブランド

推進協議会と連携しながら販売促進等に努めているところであ

ります。 

 地域の農林水産物等の地域資源を活用した６次産業化は、農商

工連携を初め、地産地消の取り組み等、幅広い分野で地域資源の

付加価値を高めることで、経済効果が波及するものと考えてお

り、今後も他業種間の連携調整、新商品の開発・製造、販路開拓

等の取り組みに対し、支援をしていきたいと考えております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  １番。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 今、町長さんのほうからありましたけれども、どのくらいの人

といいますか、事業所が現状の中で６次産業化に向けて力を入れ

ている現状でしょうか。 

 

 馬場議長  答弁願います。農林水産課長。 
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答弁 農林水産課長 

（松林政彦君） 

 農林の関係で、わかる範囲でお答えいたします。 

 農産物を使ってのやっているところは、柏崎青果さん、あとエ

ゴマの会ということでエゴマ油、あとだるま芋を使ってのへっち

ょこ汁、あとアグリの里でモチ小麦等をやっております。 

 あと畜産でいきますと、銀の鴨さんが１件、あと桃川さんが米

の「まっしぐら」を使って酒をつくっております。 

 あとちょっとわかりません。一応わかった範囲でお答えしまし

た。 

 

 馬場議長  １番。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 今、大体業種、それから事業所のほうはわかりましたけれども、

先般十和田で２月３日ですか、６次産業化の推進シンポジウムと

いうのをやっているんですけれども、このパネリストに木ノ下小

学校のＰＴＡ会長さん、松田さんという方、この方が６次産業を

やっているんですよ。この方が話をしたり、木ノ下の町内にもド

レッシングをつくっている長津さんとか、いろいろな方々がいま

すので、これから奨励する意味で、できればおいらせ町でもそう

いう形で普及の意味を兼ねて、シンポジウム的なものを催すのも

一つかなということで提案しておきます。 

 

 馬場議長  答弁は必要ですか。（「要りません」の声あり） 

 それでは、次に進んでください。１番。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 屋内ドーム建設の進捗状況について、町長さんのほうからご答

弁をお願いします。割愛する部分については省略してもよろしい

です。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 さきの 山議員の一般質問で答弁したとおり、屋内ドーム計画

は、町民プールの調査研究と同時に進めているところですが、計

画策定のため、基本的事項の報告書をまとめているところであり

ます。 

 屋内ドーム事業化に向けては、施設の規模や財源といったさま
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ざまな課題を抱えておりますので、これらの課題を解決しつつ、

計画立案に向けて取り組んでいきたいと考えております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  １番。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 皆さんと同じことになりますけれども、やはり町長さんの重要

公約の一つであるし、ドームは３６５日、１日１４時間くらい、

子供から大人から老人までスポーツ、軽スポーツ、各種イベント

に使える。そしてまた、健康長寿青森県一を目指すには、本当に

必要な施設であろうと思うし、体協でも４年連続総会時に強い要

望をしているはずでありますし、あと体協並びに町ともに１２カ

所の施設の視察済みであるし、昨年の２月２６日には副町長、教

育長、体協三役との懇談会も開催されておりますので、そういう

中で早期のスピード感を持って建設に進めていっていただきた

いと思いますけれども、再度町長にお伺いします。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 これまでも 山議員を初めとして、ご答弁を申し上げさせてい

ただきましたけれども、できる限りのスピード感を持って前へ進

めてまいりたいと思います。と同時に、やはり大きな壁は、やは

り財源と、それから施設等も含めて皆さんの町民の理解がなけれ

ば前へ進められませんので、そういったことでじっくりと腰を据

えて前へ一つずつ進めてまいりたいということであります。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  １番。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 私からの私見での一つの提案ということで聞いていただけれ

ばと思います。 

 ２月１２日、八戸広域中核都市講演会で、総務省の課長補佐小

牧さんが来まして、いろいろな講演をしたわけですけれども、そ

の中では広域の中で連携をして、そういう施設をやることもでき

るという答弁をしていました。例えば、ここは今八戸広域もなん
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ですが、上十三の広域ということで重複しているはずですから、

例えば三沢と六戸とともにそういう広域圏の中で室内ドームを

つくる方法もあるし、もしそれが実現すれば３分の１の費用対効

果で済むという、これは単純な話でありますけれども、そういう

方向も今後とも模索をしていただければということでございま

して、提案をしておきます。 

 以上です。 

 

 馬場議長  答弁はいいですか。それでは、次に進んでください。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 ３番、北部地区の下水道整備計画と進捗状況について、町長の

ほうからご答弁お願いします。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 北部地区の下水道整備については、政策の柱として掲げたよう

に、北部地区下水道事業の調査・研究として作業を進めておりま

す。 

 現在の進捗状況ですが、昨年度から関係機関と協議を行い、整

備可能な手法の調査を行った上で、現在、これらの整備手法につ

いて業者委託し、整備手法ごとの概算事業費の算出を行っており

ます。 

 今後、取りまとめた資料をもとに内部で計画方針について協議

を進める予定ですが、昨年９月定例会松林議員の一般質問でもお

答えしているように、整備には町財政の負担や町民の負担も考慮

していかなければなりませんので、総合的に検討した上で来年度

の早い段階でご報告したいと考えております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長 

 

 １番。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 来年報告するのはよろしいんですけれども、現状の中で報告で

きる部分とか、このぐらいある程度のデータが出ているとかとい

う部分はないんでしょうか。 
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 馬場議長 

 

 地域整備課長。 

答弁 地域整備課長 

（澤口 誠君） 

 ご質問にお答えいたします。 

 今回の業務委託につきましては、２月末までの工期になってお

りましたので、現在報告書のほうには概算の工事費等は記載され

ております。ただ、今後、町の財政状況とか、今後の事業を進め

る上でどういった事業がいいかということで、またちょっと検討

してまいりますので、現在ご報告できる部分はちょっとないとい

うことでご理解いただきたいと思っております。 

 以上で説明を終わります。 

 

 馬場議長  １番。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 これは私から言うまでもなく、北部でいろいろなサービス業と

か、店舗を開業する場合、特に今、焼き肉屋さんが北部のほうに

出したいという話があるそうですけれども、これが合併槽をやる

と２，０００万円相当かかるそうです。多分、下水がつながれば、

２５万円か３０万円で終わるのかなということで、そういうこと

で企業が出すのがおくれるのが懸念されるということ、そしてま

た１２世帯のマンションを建てた場合でも、合併槽をやると１，

５００万円かかる、下水道がつながっていれば２０万円か何ぼで

終わって、そういう意味でもやはり早いスピード感を持って、北

部に農業集落以外の下水道を早期に整備していただければ、まだ

まだ開発される余地があるし、今現状では特に町では力を入れな

くても不動産屋さんが力を入れて分譲をして開発が進んでいる、

人口がふえているというのが現状でありますから、なお一層、行

政の力も足しながら、さらに北部のほうの人口増加、開発に力を

注いでいただきたいと思うし、そういうことを今後とも念頭に置

きながら行政を進めていただければということであります。 

 では、次に行きます。 

 各学校の校舎の施設状況についてでありますけれども、一つ目

は、先ほど松林議員もお尋ねをしておりますけれども、各学校の

トイレ洋式・和式の状況についてということで、先ほど答弁があ

りました。先ほど言ったとおり、スピード感を持って対応してい
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ただければと思いますし、これはぜいたくかもわかりませんけれ

ども、今ウォシュレットがつくのが普通かなと思っていますけれ

ども、その辺の説明は先ほどなかったみたいですから、ご答弁を

いただければと。教育長のほうから。 

 

 馬場議長  教育長。 

 

答弁 教育長 

（福津康隆君） 

 まず、通告に従って答弁いたしますので。 

 さきの午前中の松林義光議員からの一般質問でも答弁してい

るところでございますが、町内の小中学校のトイレの洋式化率

は、教職員用のトイレも含めて約４５％となっており、計画的に

和式から洋式へのトイレ改修を行う必要があると考えておりま

す。 

 なお、平成２８年度には、各学校のトイレ改修の調査を予定し

ておりますので、その結果に基づき、改修計画を検討していきた

いと考えております。 

 以上で答弁を終わります。 

 

 馬場議長 

 

 学務課長。 

答弁 学務課長 

（泉山裕一君） 

 お答えいたします。 

 先ほどウォシュレットという形でトイレの仕様の話が出てお

りました。２０年から２２年まで行った場合は、何もついており

ません。暖房便座もついておりませんし、ウォシュレットもつい

ていない便器を設置いたしました。 

 ただ、基本的に今回調査の中でも学校要望を聞こうというのが

ありまして、前回のときも確認したんですが、生徒に与えるのに

どのような仕様のトイレがいいかというのを、前回も学校から確

認しておりました。今回も同じく学校から確認をしようかという

考えでおります。 

 そこで学校と、はっきり申し上げて、校長会、教頭会あたりに

なるかと思いますけれども、意思を確認した上、学校の要求に伴

って便器の仕様を決定していければなと考えております。 

 以上になります。 
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 馬場議長  １番。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 学校から聞くときは、普通の洋式のトイレか、ウォシュレット

のついた洋式のトイレかという聞き方をするのですか。ただ、漠

然と洋式と聞けば、多分ウォシュレットが出てこないのでないか

と。 

 

 馬場議長  学務課長。 

 

答弁 学務課長 

（泉山裕一君） 

 ウォシュレットというよりも、学校が要求する場合、どちらか

というと暖房便座のほうの確認が先になると思います。その後

で、ウォシュレットのほう、最近ウォシュレットというのもかな

り普及している部分がありますので、そこまで学校が求めるかど

うかというところは、我がほうで確認したいと思います。多分ト

イレの仕様について確認するのは、暖房便座とウォシュレットぐ

らいしか、グレード的に上げるとなると、その二つで学校教育現

場的には十分ではないかなと思って考えています。 

 以上です。 

 

 馬場議長  １番。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 とにかく子供たちに快適なトイレをしようということでお願

いをしておきます。 

 続きまして、各学校の教室・特別教室等の状況について、ふぐ

あい等がありましたら教えていただければと思います。 

 

 馬場議長 

 

 教育長。 

答弁 教育長 

（福津康隆君） 

 お答えいたします。 

 学校の普通教室や特別支援教室は、児童生徒数に応じて、必要

な教室数を設置しております。また、特別教室については、小学

校や中学校の教科に応じて、理科室や音楽室、調理室等、必要な

特別教室を設置しております。 

 今のところ教室が不足しているといった学校は特にございま

せん。 
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 以上で答弁を終わります。 

 

 馬場議長  １番。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 聞くところによると、木ノ下小学校で教室を配膳室に使用した

り、また多目的ホールを配膳室に利用しているということを耳に

しておりますけれども、そういう現状はどうですか。 

 

 馬場議長 

 

 学務課長。 

答弁 学務課長 

（泉山裕一君） 

 お答えいたします。 

 木ノ下小学校で、２階の部分を配膳室に、空き教室が一つある

ので配膳室として使っております。ただ、現在空いている普通教

室を配膳室に利用している場合、来年度の話になりますけれど

も、普通教室が今一つふえる見込みになっております。現有の配

膳室というのは実際あるんですけれども、かなり小さい配膳室

で、１４クラスを受け切れないということで、その空き教室を活

用しているというのが実情です。 

 今回、学校の要望もございましたので、春休みに多目的ホール

のところに配膳スペースという形で、現有の壁と可動間仕切りが

ありますので、そこにカーテンをプラスして一つの配膳スペース

とした部屋をつくろうということで、今作業のほうに進んでいる

段階でございます。 

 工事といたしましては、春休みを予定しております。 

 以上です。 

 

 馬場議長  １番。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 今、説明しているのは理解できないわけでないけれども、もと

もと多目的ホールという目的の中でつくられたものを、配膳室に

改修するという理解でしょう。どうですか。 

 

 馬場議長 

 

 学務課長。 

答弁 学務課長  今、つくろうとしているのは、多目的ホールにも使えるし、配
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（泉山裕一君） 膳スペースにも使えるしというところを工夫をしてつくってお

ります。ですから、可動間仕切りがありますが、可動間仕切りっ

て出し入れができる間仕切りです。それを取ってしまって、カー

テンを開けると多目的ホールに使えるような。今度それを全部カ

ーテンを閉めると、配膳スペースになるという形のものをつくろ

うとしております。 

 以上で説明を終わります。 

 

 馬場議長  １番。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 もう一度確認します。カーテンはいいんですけれども、配膳す

るそのものには、テーブル等は不要だという考え方でいいのか。 

 

 馬場議長 

 

 学務課長。 

 

答弁 学務課長 

（泉山裕一君） 

 お答えをいたします。 

 配膳スペースというのは、各クラスごとに食缶とか、あと必要

なものをワゴンみたいなものに入れております。クラスごとに。

それを置く場所が狭いので、１４クラス分を廊下に並べたりして

おくというのは大変だからということで、１カ所の部分にまとめ

て置いています。児童は、そこから自分のクラスのワゴンとか食

缶をそのワゴンに載せて持っていって、クラスの中で配膳をしま

す。あくまでも各クラスの食缶等をストックするスペースだとお

考えいただければよろしいかと思います。 

 

 馬場議長 

 

 １番。 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 もう一度確認しますけれども、そうすればストックする時間帯

というのは、余り子供たちの多目的ホールに使うには支障がない

という確認でよろしいですか。 

 

 馬場議長 

 

 学務課長。 

答弁 学務課長 

（泉山裕一君） 

 その辺のことも考慮して、学校の先生と打ち合わせをして、場

所決めとかを全部決めております。 
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 以上です。 

 

 馬場議長 

 

 よろしいですか。１番。 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 最後になりますけれども、（３）木ノ下中学校で現在の体育館

で教育的使用・各部活動の使用の状況について、支障を来してい

ないか、教育長さんのほうからご答弁をお願いします。 

 

 馬場議長 

 

 教育長。 

答弁 教育長 

（福津康隆君） 

 お答えいたします。 

 体育の授業や学校行事等で使用しているほか、各部活動におい

ては、バスケットボール部とバレーボール部が交互に利用してお

ります。また、外を中心に行っている部活動は、天候によって校

舎前や校舎内で練習を行っており、体育館は使用しておりませ

ん。 

 部活動の終了時間は、冬季は１８時まで、それ以外は１９時ま

でとしておりますので、夜は地域の方々に一般開放し、現在ママ

さんバレーとナイターバスケットで使用しており、学校でも工夫

して使用していると思っております。 

 木ノ下中学校の体育館につきましては、昭和５５年度に建設さ

れ３５年が経過し、老朽化が進んでいることから、現在、改築の

計画があり、実施計画にも計上しております。時期につきまして

は、現時点では平成３４年度から３カ年で改築工事を行う計画と

しております。 

 概算総事業費につきましては約７億円としておりますが、現時

点での事業費であり、今後、資材費、人件費等が高騰してくると

想定されますので、事業着手時には金額がもっとふえているもの

と見込まれます。 

 現在の体育館の延べ床面積は８１６平方メートルですが、現在

の生徒数や柔道の授業を勘案し、延べ床面積で約１，４００平方

メートル程度を想定しております。なお、百石中学校と木ノ下中

学校の体育館の改築事業を計画しておりますが、先に昭和５２年

度に建設の百石中学校の体育館の改築から始める予定としてお

ります。 
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 以上で答弁を終わります。 

 

 馬場議長 

 

 １番。 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 今、教育長さんの話を聞いていると、部活動なり教育の場とし

て支障はないという理解をしなければならないような気がしま

すけれども、言うまでもなく、小学校も第二体育館をつくって、

ようやく今間に合わせているという現状です。多分中学校も今バ

スケット男女、バレーも男女あります。テニスもあるし、狭いの

でいろいろな不便を感じているような気がしますけれども、再度

ご答弁をお願いします。 

 

 馬場議長 

 

 学務課長。 

答弁 学務課長 

（泉山裕一君） 

 どこの中学校もそうなんですけれども、一つの体育館で全部の

部活というのは、なかなかやはり難しいところがございます。で

すから、各中学校に関してはいろいろな公共施設を借りながら実

施しておりますので、そういう形で先ほど教育長が答弁したとお

り、学校でも工夫しながらいろいろやっているという形です。 

 以上になります。 

 

 馬場議長 

 

 １番。 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 木ノ下学区以外のところは、多分下田中でも交流センターが近

いし、百石中学校でもいちょうの体育館のほうが距離的には近い

ですから、そういう使い方はできると思うんですけれども、木ノ

下だけははっきり言ってどっちにも行くところがないのでない

のかなと想像するんですけれども、その辺はどうですか。 

 

 馬場議長 

 

 学務課長。 

 

答弁 学務課長 

（泉山裕一君） 

 今のところ、私どものほうでどこどこにクラブ活動が行けない

というお話等は聞こえてきたことがないので、学校のほうでうま

く調整をとっているのではないかと思われます。 

 以上です。 
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 馬場議長 

 

 １番。 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 そういう不便な部分をいろいろな形で補って練習等している

かと想像するわけでありますけれども、やはり今後とも今３１０

数名の学校でありますので、何とか早期に体育館のほう、新設、

これは第二体育館となるのか、その辺もちょっとお聞きしたいん

ですけれども、その辺よろしくお願いします。 

 

 馬場議長 

 

 学務課長。 

答弁 学務課長 

（泉山裕一君） 

 体育館につきましては、あくまでも想定の話で聞いていただけ

ればいいんですけれども、基本的に区域は二つの補助がもらえま

す。一つは文科省です。最近確認したことは、防衛省で前は講堂

をつくれたんですが、何か最近は文科省の補助に防衛省が並行で

補助を入れて、講堂みたいな仕様にするという形に変わってきて

いるというので伺っております。 

 文科省が絡むと、どうしても、早い話が二つの体育館がつくれ

ないという現象が起きます。私どもは文科省の補助をいただくた

めに、今３４年度からという現時点での計画をお話ししています

が、その前の年に耐力度調査というものを行います。要はその補

助金をもらうために、その体育館が危険な体育館かどうかを確認

するためのものになります。それが危険な体育館ですと、それで

いてチェックを受けて了解が出て初めて補助をもらう権限にな

りますので、その補助をもらった段階から二つ目の体育館という

のは存在しなくなります。早い話が危険な体育館という位置づけ

をするので、早急に壊してくださいというのが前提になります。 

 補助事業の中身的には、そのようなイメージで考えていただけ

れば、ご理解していただければ助かります。 

 以上です。 

 

 馬場議長 

 

 １番。 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 課長さんが言っているのは理解できますけれども、木ノ下小学

校の場合、どういう制度を使っているのか私はわからないけれど
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も、第二体育館ということで既存の体育館も残っているわけです

よ。そういうことがありますが、そういう形で進めることはでき

ないものですか。 

 

 馬場議長 

 

 学務課長。 

答弁 学務課長 

（泉山裕一君） 

 今のところは、木ノ下小学校みたいな二つ目の体育館をつくる

という形では考えておりません。下田中学校みたいに一部柔道が

できるスペースを確保した体育館で、それで今よりも少し大き目

な体育館を計画したいなと思って考えております。 

 以上です。 

 

 

 

馬場議長 

 

 １番。 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 いや、木ノ下小学校のような形で進めることは現状ではできな

いということだから、そっちでやるというのか。できてもそうい

う形でやるのか。その辺正確にご説明をお願いします。 

 

 馬場議長 

 

 学務課長。 

答弁 学務課長 

（泉山裕一君） 

 現段階では二つ目の体育館を単独でつくるということは考え

ておりません。 

 以上です。 

 

 馬場議長 

 

 １番。 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 もう一回確認します。木ノ下小学校の体育館は単独でつくった

ということで理解すればいいということですか。 

 

 馬場議長 

 

 学務課長。 

 

答弁 学務課長 

（泉山裕一君） 

 文部科学省の補助は入っておりません。ですから、単独だと思

います。ちょっと起債のほうはわかりませんけれども。 

 

 馬場議長  １番。 
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質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 課長が自信なく答えているんですけれども、多分誰かわかる人

あったら、その部分正確に答えていただければ。 

 

 馬場議長 

 

 答弁できる人いますか。学務課長。 

答弁 学務課長 

（泉山裕一君） 

 木ノ下小学校の体育館の事業費関係に関しては、こちらで確認

して、後刻ご答弁したいと思います。 

 

 馬場議長 

 

 １番、よろしいですか。（「はい」の声あり） 

 １番 

（澤上 勝君） 

 ちょっとさかのぼるんですけれども……だめですか。 

 では最後に、できないということでございますから、柏崎副町

長さんが先ほど依願退職するということで、松林議員がお話しし

たので、私のほうからも話を若干触れてみたいということで。 

 柏崎副町長は２０年前に、ジャスコが今２０年たちましたけれ

ども、種市良平町長さんと下道元治郎商工会長さんと多分企画財

政課長という立場で、下ジャスを誘致したということで、本当に

長い目で見ればやはりここにおいらせ町に下ジャスがあるから

今本当に元気のあるおいらせ町だと思うので、そういう意味では

いろいろな意味で敬意を表しておきたいと。 

 大変ご苦労さまでございました。 

 あと私も３０年生まれでありますけれども、私の同志、ちょう

ど今前のほうに５人おりますけれども、３月で退職ということ

で、先ほど平野議員も申し上げておりましたけれども、これから

は健康に留意されながら、やはり退職金は使ってみるもんです。

そういう形で楽しく健康に生きて、これから議会のまちづくりに

も参画していただければということで、大変３８年なり４２年の

お勤め、大変ご苦労さまでした。 

 以上です。 

 

 馬場議長 

 

 これで１番、澤上 勝議員の一般質問を終わります。 

 ここで暫時休憩します。（「議長、先輩議員として一言言わせて

ください」の声あり） 
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 １４番 

（松林義光君） 

 私ども議員は研修を重ねまして、一問一答方式を導入しまし

た。それで、今のやりとりを聞いておりますと、質問者と答弁者

側がかみ合いません。 

 傍聴者も来ております。ですから、澤上 勝議員は新人であり

ます。ですから、議長さんのほうで的確に指導すべきだと思いま

す。やはり我々議員だけがここにいるわけでないです。傍聴者も

結構来ております。ですから、議長のほうでも指導して、スムー

ズな議事進行をお願いいたします。 

 

 馬場議長 

 

 わかりました。今後、質問者は通告に従って、質問の要旨を要

約し、的確に質問していただくようお願い申し上げます。 

 ここで暫時休憩します。４時３５分まで休憩します。 

  （休憩 午後 ４時２６分） 

 馬場議長 

 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  （再開 午後 ４時３５分） 

 馬場議長 

 

 一般質問に入る前に学務課長より、答弁漏れについて答弁した

い旨、申し入れがありましたので、これを許します。 

 学務課長。 

 

答弁 学務課長 

（泉山裕一君） 

 先ほどお答えができなくて申しわけございません。 

 ５席、１番の澤上 勝議員の木ノ下小学校第二体育館の事業は

補助なのかどうなのかというお話なんですけれども、あれは単独

事業でございます。合併特例債を充当して行っております。 

 以上になります。 

 

 馬場議長 

 

 引き続き一般質問を行います。 

 ６席、４番、髙坂隆雄議員の一般質問を許します。４番。 

 

質疑 ４番 

（髙坂隆雄君） 

 ６席、４番、髙坂隆雄です。時間も押しておりますので、前段

を省き、一問一答方式で質問をさせていただきます。 

 建設的な意見交換ができればと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

 質問事項の１番でありますが、交差点改良と周辺道路の改良に

ついてお尋ねをします。 
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 （１）としまして、交差点改良を望む地域の声に、町は当町消

防団下田第５分団屯所の新築移設を昨年３月に竣工しました。昨

秋には、旧屯所の解体と防火水槽の撤去により、現在は更地とな

っております。 

 今後はいよいよ交差点改良工事に入ることになると思います

が、着手時期を示していただきたいと思います。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 ６席、４番、髙坂隆雄議員のご質問にお答えいたします。 

 木ノ下地区の旧下田第５分団屯所跡地のある、町道木ノ下・二

川目線の交差点改良については、現況の県道への変則交差を、車

が出やすいような丁字路に交差点改良を進めるため、現在、測量

と基本計画を進めており、これから県道の管理者である県や警察

と、交差点事前協議を進めていく予定でおります。 

 交差点の改良工事の着手時期については、関係機関との協議を

進めた上で、平成２９年度以降、工事に着手し、整備を進めてい

きたいと考えております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長 

 

 ４番。 

質疑 ４番 

（髙坂隆雄君） 

 ありがとうございました。 

 次の質問に入ります。交差点を改良したとしても、なお周辺道

路はカーブが多くて見通しが悪いのが現状であります。 

 そこで、特にＳ字カーブのきつい氣比神社東側鳥居付近から旧

屯所跡地交差点まで、住宅や店舗にかかったとしても、大規模に

改良するべきと考えておりますが、町の考え方はどうであるか示

していただきたいと思います。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 県道八戸・野辺地線の氣比神社東側鳥居付近から、旧屯所跡地

のある町道木ノ下・二川目線の交差点までの区間については、県
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道の歩道の狭い区間もあり、以前から歩道整備の要望が寄せられ

ております。 

 また、ご質問のように、カーブがきつく見通しが悪い区間もあ

ることから、これまでも県単独道路管理事業に歩道整備とあわせ

て視距改良の整備を要望しているところですが、現時点で事業化

には至っていない状況であります。 

 大規模な改良の考え方についてですが、道路の線形の見直しを

含めて、整備に当たっては用地や補償物件など住民の協力が必要

となるため、その協力が得られるのであれば、線形の見直しを含

め、道路管理者である県に対して要望してまいりたいと考えてお

ります。 

 しかしながら事業化するためには、先ほども述べたように地域

住民の協力が不可欠となるため、地元の町内会や議員の方々のご

理解、ご協力をいただきながら進めてまいりたいと考えておりま

す。 

 以上であります。 

 

 馬場議長 

 

 ４番。 

質疑 ４番 

（髙坂隆雄君） 

 まだ改良については実現していないということではあります

が、町はそれなりに取り組んでいるということがわかりました。

三沢方面から南へ走ると、氣比神社東側鳥居を過ぎて、南側正面

鳥居過ぎまで非常にきついＳ字カーブとなっており、最初のカー

ブを曲がり切れずに一般住宅へ突っ込んだ車両が、物損事故が過

去に数件発生しております。幸い歩行者や住宅居住者にはけが等

はなかったようですが、いつ重大事故が発生するやもしれない極

めて危険な箇所の一つであることは、ご理解いただけるものと思

います。 

 神社東側鳥居から旧屯所の交差点まで、県道に接する地権者複

数人と私が意見交換をしたところ、これは想定されるであろう住

宅を所有の方、店舗をお持ちの方等でありますが、意見交換した

ところ危険なカーブであるという認識と、道路改良の必要性は一

緒でありまして、町や県が道路改良事業を進める際には協力して

よい旨のお言葉をいただいております。利用者の安全性、利便性

の向上と、交通事故防止対策の観点から、町が取り組む課題だと
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思いますので、県や地権者と協議をしながら、ぜひ前進をさせる

ことを期待いたします。 

 先ほどの答弁でその方向であるということが十分わかりまし

たので、答弁は要りません。ぜひよろしくお願いを申し上げます。 

 次の質問に入ります。 

 行政推進委員報酬の過払いとその対策についてお尋ねします。 

 昨年６月、「行政推進委員に３２万２，０００円過払い、おい

らせ町返還請求へ」、「おいらせ行政推進委員の報酬、町が３２万

円過払い」と新聞報道されました。返還された旨は９月議会で確

認して、それも新聞報道されました。 

 当町には行政推進委員は５７名とのことですが、本件のように

過払いがあったケースはほかにあったのか、お尋ねします。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 昨年６月に５７人全ての行政推進委員に対し、平成２６年度分

の文書配布世帯数報告に基づき、聞き取り調査を実施いたしまし

た。その結果、報告世帯数に誤りがなく、過払いはないことを確

認しております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長 

 

 ４番。 

質疑 ４番 

（髙坂隆雄君） 

 次の質問に入ります。 

 本事案はなぜ発生したのか。 

 また、返還に至る経緯をお知らせください。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えします。 

 本事案の発生原因は、まず第一に、行政推進委員から行政連絡

員に配布文書を渡す際、町内会加入世帯数に加入促進目的に２部

多く配布されていたこと、第二に、平成２４年度から、施設入所

世帯については１施設につき１世帯と数えるよう変更しました
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が、勘違いにより平成２５年度、平成２６年度分を以前の方法で

計算し、世帯報告していたことが要因であります。 

 返還に至る経緯としては、数名の町民から町内会加入世帯数と

配布世帯数に差があることについての問い合わせや、町で再調査

してほしい旨の相談を受けて実施したものであります。 

 調査の結果、加入促進用の配布世帯の確認ができないこと、施

設に対する配布数に誤りがあることを指摘し、報告世帯数の修正

とこれに基づく報酬を返還させたものであります。 

 以上であります。 

 

 馬場議長 

 

 ４番。 

質疑 ４番 

（髙坂隆雄君） 

 新聞記事によりますと、福祉施設に配布するに当たり、報酬規

定を誤解して申請したことが原因ということですので、だとする

と、今町長がご答弁したように、２５年度に町内会員数が２世帯

前年に対して多くなっておりますので、請求数が５１増でありま

すから２を引いて４９、福祉施設の１を既に算入していると合計

５０となりますから、やはり２５年度から誤解して、２６年度と

いうことだと思います。 

 では、その前年、報酬規定が変わった平成２４年度は町内会員

数５１９に対して、５９１の請求はどういう誤解だったと捉えて

いますか。お願いします。 

 

 馬場議長 

 

 まちづくり防災課長。 

答弁 まちづくり防災課

長 

（松林泰之君） 

 お答えをいたします。 

 ２４年度分の報告につきましては、いわゆる町内会加入世帯数

に２部多く含まれた分のみが上乗せされた形で報告されていた

というふうに、調査の結果判明したということでございます。 

 

 馬場議長 

 

 ４番。 

質疑 ４番 

（髙坂隆雄君） 

 次の質問に入りますが、５７人の行政推進委員のうち１件のみ

の過払いの発生ということは、町は平成２４年度から報酬規定の

変更を行政推進委員会議等を通じて周知はされていたと思われ



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－９９－ 

ます。しかしながら、残念ながら１件発生をいたしました。 

 町は信頼関係の上に、当人からの請求に基づき支払いをしてい

たとしても、やはり町内会の決算書等の数字の確認をして、根拠

とすることが必要ではなかったのかと思えてなりません。 

 そこで再発防止策をどのようにしたのか、お尋ねをします。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 これまで行政推進委員から配布世帯数の報告を提出していた

だき、これに基づき行政推進委員報酬の支払いを行ってまいりま

した。 

 そこで再発防止策の一つ目として、平成２７年度は、行政連絡

員ごとの配布世帯数と行政推進委員が直接配布した世帯数を合

わせて報告していただくようにいたしました。 

 二つ目として、今回の事態を受け、広報配布のあり方について、

昨年１０月に連合町内会役員会に相談しておりますが、さまざま

な意見が出され、引き続き協議を重ねていくこととしておりま

す。意見集約にはまだ相当の時間を要するものと思いますが、行

政推進委員の皆様方のご意見をいただきながら、再発防止策と町

民サービスの向上に努めてまいりたいと考えております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長 

 

 ４番。 

質疑 ４番 

（髙坂隆雄君） 

 我々議員、議会には、予算執行のチェック機能の役割がありま

す。いろいろな改善策や再発防止策があるものとも思います。 

 昨年９月の決算委員会で、ある委員は非常勤特別職の行政推進

委員の任務は大きく４項目あり、その報酬は町の広報の配達料で

はない。もう一度行政推進委員の仕事、その認識、それに対する

報酬のあり方について見直すことを要求したいと話されていま

した。 

 行政推進委員の業務は四つありますが、そのうちの一つ、町広

報紙等の配布については、配達業務が主になるわけですので、そ

の部分は町内会へ委託として、世帯数掛ける幾々らを委託料で支
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出し、実際に配達業務をする班長さんの手当を大きくして、その

他の三つの業務を行政推進委員報酬として定額制プラス世帯数

掛ける幾々らとするのも、一つの考え方であると思います。 

 いずれにしても、目的が達成されて誤解の生じないような仕組

みづくりが必要だと思いますので、先ほどの町長の答弁では行政

推進委員会議なり、町内会連合会の会議等で話し合われて、まだ

いろいろな意見があって集約もされていないということで、今後

につなげたいということですので、しばらくは時間がかかるもの

とは思いますが、ぜひ今の私の提案した一つの案も検討していた

だければと思います。 

 よろしくどうぞお願いします。 

 以上で私の質問を終わりたいと思います。 

 

 馬場議長 

 

 これで４番、髙坂隆雄議員の一般質問を終わります。 

次回日程の報

告 

馬場議長  以上で、一般質問を終わります。 

 これで、本日の日程は全て終了しました。 

 これで、本日の会議を閉じます。 

 あす８日は、午前１０時から本会議を開き、議案審議を行いま

す。 

 

散会宣言 馬場議長  本日は、これで散会いたします。 

 

  （散会時刻 午後 ４時５３分） 

 

 事務局長 

（中野重男君） 

 修礼を行いますので、ご起立願います。 

 礼。 

 
 


